
 
 

数学 
 
１ 編集の具体的方針 
（１）各学年の分冊 
「まとめてふりかえろう」は、該当の巻頭に分割して掲載した。 
「ぐんぐんのばそうチャレンジ編」は、各章の巻末に分割して掲載した。 
「基本問題・章の問題の答」は、各章の巻末に分割して掲載した。 
「索引」は、それぞれの言葉が掲載されている巻末に配置した。 
原典巻末の展開図の切り取り図は、該当する章の巻末に点図で掲載した。 

  
１学年 
１巻： この教科書の構成 

この教科書の使い方 
第１章 正の数と負の数 
原典巻頭の「アルファベット」は、第１巻の巻末に掲載した。 

２巻： 第２章 文字と式 
３巻： 第３章 １次方程式   
４巻： 第４章 比例と反比例 
５巻： 第５章 平面図形  
６巻： 第６章 空間図形 

原典巻末の「正多面体の展開図」は、第６章の巻末に掲載した。 
７巻： 第７章 資料の整理とその活用 

数学の音 
 
２学年 
原典巻末の「面の傾き」と「平行四辺形」は、削除した。 
１巻： 第１章 式の計算 
２巻： 第２章 連立方程式 
３巻： 第３章 １次関数 
４巻： 第４章 図形の性質と合同 
５巻： 第５章 三角形と四角形 
    原典巻頭の「図形の並べ替え」は、第５巻の巻末に掲載した。 
６巻： 第６章 確率 

数学の音 
 

３学年 
原典巻末の切り取り図は、削除した。 
１巻： 第１章 式の計算 



２巻： 第２章 平方根 
第３章 ２次方程式 

平方根表 
３巻： 第４章 関数 y=ax2 
４巻： 第５章 相似 

原典巻頭の「コンピューターの画面と数学」の前半部分は、第４巻の巻末に掲載した。 
５巻： 第６章 円 

原典巻頭の「コンピューターの画面と数学」の後半部分は、第５巻の巻末に掲載した。 
６巻：第７章 三平方の定理 
７巻：第８章 標本調査 

数学の音 
１年の復習 
２年の復習 
原典巻末の「発展広がる数学の世界」は、第７巻の巻末に掲載した。  

 ＊平方根表は原典にはない。 
 
（２）全体のレイアウトについて 
 見出しなどの記号類は次のように変更した。 

第１章は、８マスあけて第１章と書き、２マス空けて項目を記した。２行以上に渡るときには、

項目より２マス前から書いた。また、その後１行空けた。 
①は、８マスあけて、数字のみ表記した。 
１ は、６マスあけて、１．と表記した。 
●～は、●を省略し、４マスあけてタイトルを書いた。 
各カテゴリーの終わりには、区切り線（１０マス程度）を入れて、その後１行空けた。 
「Ｑ」のマークは、２マスあけて（Ｑ）と表記した。その後２マス空けた。 
例１は、４マスあけて（レイ＿１）と表記し、その後２マス空けて、またレ下がり括弧で囲んで

●印以降の項目を入れた。項目が次の行にも続く場合は、次の行の頭は、項目のレ下がり括弧より

２マス前から書き始めた。 
例題１は、４マスあけて、レイダイ＿１と表記し、内容は行を改めて書いた。 
例題に含まれる考え方、解答、証明は、４マスあけて、それぞれ（考え方）、（解答）、（証明）と

表記した。 
   問１は、２マスあけて、トイ＿１と表記した。 

また、例、例題、問の前と後には、１行の空行を入れた。小問番号は１．と表記した。 
注意！は、２マスあけて、（チューイ！）と表記し、その後２マス空けて、内容を続けた。 
確認しようは、４マスあけて表記し、内容は行を改めて書いた。 
「まとめてふりかえろう」の指示は、２マスあけて、（まとめてふりかえろう○ 内容 p○○）

と書いた。項目が１行目に収まらないときは、次の行の行頭から書いた。 
電卓マークは、２マスあけて、トイ＿１（デンタク）のように表記した。 

 
 



 
 

確かめようは、６マスあけて表記した。「確かめよう」のページの大問の書き始めは次のように表

した。大問番号は、２マスあけて数字のみを表記し、さらに２マスあけて、レ下がり括弧で囲んで

項目を入れる。続いて２マスあけて p○○から○○と書いた。ページ数が１行に収まらないときは、

次の行の５マス目から書き始めた。 
考えよう、見つけよう、調べよう、試してみようは、６マスあけて表記した。 
基本問題、第○章の問題Ａ、第○章の問題Ｂは、６マスあけて表記した。 
基本問題と章の問題の答えは、２マスあけて大問番号、さらに２マスあけて小問番号１．、行を変

えて３マス目から小問番号２．のように表記し、次の大問番号の前は１行あけて表記した。 
発展は、「発展」と表記し、６マスあけて表記した。 

 
（３）点字表記について 

① 漢数字で書かれている部分で、数として伝える必要があるところについては、音ではなく、数を

用いた。「十の位→10 の位」、「二桁→２桁」 
② 数や項目番号の後に助詞が続くとき、番号の後１マス空けた。図の番号や問いの番号の後も同様

とした。 
③ 項目番号の後は、区切りをはっきりとさせるために２マス空けとした。 
④ 数やアルファベットの後の読点は削除し、１マス空けを原則とした。 
⑤ 枠の閉じや終始線がページの最初にこないようにした。 
⑥ 図や表の番号はつなぎ符を用いた。 
⑦ 定理や重要なまとめなどは、次の枠ではさみ、枠内にまとめられた箇条書きについて、複数行に

わたる場合は、２行目以降は、番号の後から書いた（文の書き出しより２マス上げた）。 
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⑧ 図の横書きの場合は、縦の状態の１行目に、図番号及び（横書き）と書き、横の状態で、改めて

図番号とタイトルを書いた。 
⑨ 図や表中の数学記号やアルファベットについては、数式指示符や字符を誤読の恐れがない限り省

略した。 
⑩ 図が見開き内にある場合は、図のページを指示せず、それ以外のときには、ページを示した。 
⑪ 空欄に続く助詞は１マス空けとした。単位はつなげた。 

 
（４）赤字などについては、重要語句または定理およびそれに近い文章や語句は、カギではさんだ。な

お、「①式」などの表現は、点字の小カッコを使用して、（＃１）などとして表現した。 
 
（５）本文の随所にキャラクターが登場し、その吹き出しに数学学習のポイントとなるコメントが述べ

られている。それぞれ色別に「赤ペンくん」「黄ペンくん」「青ペンくん」と名前をつけて、そのコメン

トを本文に挿入した。また、式の変形などの説明が点字では式と併記することが難しいときなど、この

キャラクターのコメントとして挿入した。 
また、各単元の導入部分に生徒が登場し、コメントが述べられている。生徒の名前については、名前



 
 

が記されているイラストと対応させて名前をつけて、そのコメントを挿入した。 
 

（６）原典にある「かき入れなさい」などは、別紙にかくことも考慮して「かきなさい」や「示しなさ

い」などと表現を変更した。また、原典にある「表の空らんをうめなさい。」は「表を完成させなさい。」

などと表現を変更した。 
 
（７）数学記号について、日本点字委員会の『点字数学記号解説暫定改訂版』を基本とする。従来通り、

普通の文字の表現と異なる記号については説明を加えているが、次の「３ 資料」のように数式指示符、

分数囲み記号についての説明を、各学年の第１巻の扉の後に添付した。また、数式指示符、分数囲み記

号については、以下のように扱っている。 
 ① 単独の記号を含め、数式の始まりを示す数式指示符を前置することを原則とした。ただし、図や

表の中では、スペースの関係から省略することもあるとした。文字式の縦計算は、全体を１つの式と

解釈し、数式指示符をつけるときは、最初だけに前置したが、連立方程式の縦計算では、それぞれの

等式が独立しているものと解釈し、それぞれの等式や演算記号に数式指示符を前置した。また、①×

２などは、一般の式ではないと解釈して数式指示符をつけなかった。 
 ② 分数にはすべて、分数囲み記号を用いた。 

 
（８）触る図形は、触覚の分解能が視覚の数十分の１から数百分の１と低いこと、触覚情報がスキャニ

ングによっているため図全体を理解するのに相当な時間がかかること、そして立体の把握が困難で

あることなどにより、その情報量は目で見る図形の情報の１万分の１程度といわれており、普通の

文字の図と同等には扱えない。そのため、以下のように扱っている。なお、実際の指導にあたって

は、模型教材などを活用するなどの配慮が必要である。 
  ① 原典に掲載されている図や写真、挿絵のうち、必要なものはできる限り触図化した。ただし、

挿絵や写真のうち、触図化が困難であり、本文を理解する上で必ずしも必要でないものは省略し、

必要に応じて文章による説明を加えた。 
  ② 図の製版は裏面に影響するため、図は本文のあとに、ページの下方に、図の区切り線を引くか、

あるいはページを改めて書いている。したがって、関連する本文の近くに図を挿入することができ

ないため、該当する本文中に、章ごとの一連番号とした図番号（「ズ＿２２」など）をつけるととも

に、図にも同じ番号をつけて対照させている。 
  ③ 図の外形線や重要な線は、触刺激の強い中程度の凸点の連続線や点線を用い、補助的な線や展

開図の折り線などには小点や凹点の連続線や点線を用いた。グラフは、原則として座標軸以外の方

眼線は読み取りに支障をきたさない限り凹点とし、他は凸線や凸点とした。なお、方眼や座標の目

盛り線など、そのままでは密度が高く触読の困難なものは、適宜省略した。 
  ④ 寸法線や寸法補助線は、すべて描くと触図の読み取りを困難にするため、誤解のない限り省略

して必要な部分のみとした。なお、矢印については、寸法線など範囲を示すだけのものは省略した。 
  ⑤ 図中の単位については、（注）として図の最初にまとめて記す方法なども用いた。 
  ⑥ 立体図形については、第３角投影図法の表現を原則とした。その場合、「平面図」、「立面図」な

どの表現はとらず、「上から見た図」、「前から見た図」と表現した。また、問題によって「上から見



た図」か「前から見た図」の一方のみを記したり、投影図法での表現ではわかりにくい場合には「･･･

の断面図」などを用いたりもした。 
  ⑦ 図形の中の等しいマークなどは、例題や例については必要な部分を入れたが、問の図について

は文章からきちんと読み取れることを目指し、原則省略した。また、長さが等しいことを示すマー

クについては、図形の外形をはっきりと認識できるように、次のように辺の外側だけに記した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（９）原典教科書のページの右側に書かれている内容については、以下のように扱っている。 

① 囲みの部分については、内容に応じて、「確認」、「ノート」、「ヒント」などのタイトルをつけて記

すか、カッコに入れて本文に挿入した。また、必要に応じて、図式化された内容を、文章による説明

に変更した。その際、文章による説明が本文と重複する場合は、囲みの部分を省略した。 
② 「まとめてふりかえろう」の指示や「確認しよう」などは、本文の内容を考慮した上で、本文と

の順序を検討して、挿入した。 
③ 緑の縦線で区切られた側注は、内容に応じて、カッコに入れたり、そのまま本文に続けたりして、

本文に挿入した。 
 

（１０）式変形の説明を矢印で入れている部分について、点字教科書では内容をカッコに入れて、式の

中に挿入した。また、約分の際に、式の上に重ねて書き込んでいる部分についても、具体的な約分

の指示をカッコに入れて、式の中に挿入した。 
 
（１１）式中に用いられている○、△、□は、文字に置き換えた。 
 
（１２）関数の方眼について、問でグラフを書き込むための方眼は、原則削除した。 
 
（１３）点字での表記の説明や、墨字の記号の紹介を（注）として挿入した。 
 
（１４）表については、原則として、縦・横を入れ替えないようにし、本文との順序を考慮して挿入し

た。ただし、関数的要素のない表で、縦・横を入れ替えることでページ幅に収められる場合は入れ

替えた。また、表は、表番号を示した後、枠に入れて表すこととし、項目と数値の境目が分かるよ

うに、枠を以下のように表した。表全体が１行のマス数に収まらない場合には、枠を含めて次に移

し、５マス目から書いた。さらに、表の上下に矢印が記されている場合、矢印の内容を触って理解

 
 



 
 

することは困難なので、矢印の内容を言葉で表現するか、内容によっては矢印を省略した。 
  ！ーーーー！ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー。 
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（１５）「数学の音」の問について、原典では●となっているが、点字教科書では「トイ＿１」などとし

て、通し番号で問番号を入れた。 
 
（１６）電卓については、音声あるいは触読ピンで出力する機種を利用することができる。ただし、現

状では、小型で廉価な機種はルートキーがなかったりなど、盲人用電卓の環境は必ずしも十分では

ない。そのため、応用可能な部分については、盲人用そろばん（『盲学校小学部点字教科書編集資料』

「算数」参照）や、コンピュータを音声などの出力によって利用したりするなどの工夫も必要であ

る。平方根表は、原典にはないが、このような事情を考慮し、３学年第２巻末に入れることとした。 
 
 



 
 

２ 編集の具体的内容 
 
数学１    

単元 頁 行 修正事項 修 正 内 容 備   考 

 削除  ３行目以降をすべて削除した。 

2 キャラ

クター 

修正  黄ペン君のセリフを、14 行目のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

2 キャラ

クター 

修正  赤ペン君のセリフを、表のあとに挿

入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

3 12 追加  2/3×1/4 の計算で、２つめのイコー

ルの前に（分子の４と分母の２で約分

する）と挿入した。 

編集の具体的方針

（10）による 

4 図 削除  「みちのり」「はやさ」「じかん」の

関係を表す図とキャラクターを削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

6 図 修正  三角形と四角形の図に、それぞれ番

号と名前をつけた。 

編集の具体的方針

（８）①による 

まとめ

てふり

かえろ

う 

7 図 修正  三角柱と円柱の見取り図を、上から

見た図と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

10 図 修正  日本地図を省略し、京都と札幌の温

度計の図を 10 ページの最後に挿入し、

姫路から名古屋までの経路について

は、直線上に表して 11 ページの最後に

挿入した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

12 図 修正  日本地図上に各地の最低気温を示し

た図を、表に変更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

12 図 修正  福岡と札幌の温度計を略図にし、目

盛りは０とそれぞれの温度を表す数字

のみとした。 

編集の具体的方針

（８）①による 

1章 

13 13 追加  分数記号の説明を、13 行目のあとに

追加した。 

 

 （注）分数は分数囲み記号を用い

て  、み（分子）や（分母）も と書

く。問２、４の 、み＃３や＃５も は、

この表記を用いた分数表現で、「５分の

３」と読む。 

編集の具体的方針

（13）による 



13 図 修正 整数の図を、次のように表した。 

 

 

 

 

 

 

編集の具体的方針

（８）①による 

14 写真 削除  トンネルの写真を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

15 図 修正 
 例４の図の人の絵と、数直線の下の

「３ｍ」と「４ｍ」を省略した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

15 16 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例５

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

16 図 修正 
 問２の数直線に入れる数字を、０、

－３、＋３のみとした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

17 図 修正 

 数直線の範囲を、－３から＋３まで

とし、数直線に入れる数字－３，－１，

０，＋１，＋３のみとした。また、「大

きくなる」矢印も数直線の下に入れた。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①③による 

17 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフの「読むことがあ

るよ。」を「読むことがあるね。」と変

更し、10 行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

18 図 修正 
 Ｑの数直線に入れる数字を、０，－

３，＋３のみとした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

18 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、７

行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

18 図 修正 
 例２の数直線に入れる数字を、－

4.5、０、＋５のみとした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

19 図 修正 

 ２の数直線の範囲を、－５から＋５

までとし、数直線に入れる数字を－３、

０＋３のみとした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①③による 

19 図 修正 
 日本地図上に最高気温の予測を示し

た図を、表に変更した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

20 図 修正 
 例１の数直線に入れる数字を、０と

＋５のみとした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

 

20 図 修正 
 問１の数直線に入れる数字を、－８、

－４、０、＋４、＋８のみとした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

０

整数 

正の数 負の数

･･ －２ －１ ０ ＋１ ＋２ ･･ 

 
 



 
 

21 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問２のあとに

挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

21 17 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、例３

のあとに次のように挿入した。 

 

  （ノート） 

 （－３）＋（－１）の答えの符号は

共通の符号－になる。答えの絶対値は

それぞれの絶対値の和３＋１＝４にな

る。したがって答えは－４になる。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

21 図 削除  問３の下の数直線を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

22 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、20 行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

22 図 修正 
 問４の数直線に入れる数字を、－８、

－４、０、＋４、＋８のみとした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

23 4 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、例６

のあとに次のように挿入した。 

 

  （ノート） 

 （－１）＋（＋４）の答えの符号は

－１と＋４の絶対値が大きい方の符号

＋になる。答えの絶対値はそれぞれの

絶対値の差４－１＝３になる。したが

って答えは＋３になる。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

24 9～10 修正 
 ○△□をそれぞれ（あ）（い）（う）

とした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（11）による 

24 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、10 行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

25 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、13 行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

26 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、13 行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

26 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、24

行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

 

27 16 修正 
 「まとめてふりかえろう２」の指示

を 16 行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 



 
 

28 6 削除  囲みの部分を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

28 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、20

行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

30 図 修正 
 Ｑの数直線の中の人の絵を省略し、

「Ａさん」と入れた。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

30 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、９行目の前に

挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

30 図 修正 

 Ａさんの位置と時間の関係を表した

図で、人の絵を省略し、矢印は時間の

上に書いた。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

30 16～17 修正 

 問１の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 前と同じように考えて、表３の１秒

前、いま、１秒後の□にあてはまる数

を求めなさい。 

 

30 表 修正 
 表の右側の矢印と＋３をすべて省略

した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

31 図 修正 
 Ｑの数直線の中の人の絵を省略し、

「Ａさん」と入れた。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

31 図 修正 

 Ａさんの位置と時間の関係を表した

図で、人の絵を省略し、矢印は時間の

上に書いた。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

31 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、６行目の前に

挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

31 13～14 修正 

 問２の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 前と同じように考えて、表４の１秒

前、いま、１秒後の□にあてはまる数

を求めなさい。 

 

31 表 修正 
 表の右側の矢印と－３をすべて省略

した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

32 3 修正 
 「まとめてふりかえろう１」の指示

を５行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

32 9 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例１

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 



 
 

32 13 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例２

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

32 22 修正 
 「まとめてふりかえろう３」の指示

を、22 行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

33 7～8 修正 
 ○△□をそれぞれ（あ）（い）（う）

とした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（11）による 

33 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、８行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

33 16 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、20 行

目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

34 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、問７のあとに

挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

35 2～9 修正  ２行目から９行目の文章を、次のよ

うに修正した。  

 

 ５×５は ＃５小＃２ と表して、「５

の『２乗』」と読み、７×７×７は ＃

７小＃３ と表して、「７の３乗」と読

み、５×５×５×５は ＃５小＃４ と
表して、「５の４乗」と読む。 

このように、同じ数をいくつかかけ

合わせたものを、その数の「累乗」と

いう。 

 ＃５小＃２ と表したときの２や、は 

＃７小＃３  と表したときの３や、 

＃５小＃４ と表したときの４は、かけ

あわせた同じ数の個数を表している。

この個数を表す「小」の次にかいた数

を「指数」という。 

点字では 特に２乗と３乗を表すた

編 集 の 具 体 的 方 針

（13）による 



 
 

 

    （ノート） 

 ＃５か＃５ーー＃５き 指数は２ 

  ＃７か＃７か＃７ーー＃７く 指数

は３ 

  ＃５か＃５か＃５か＃５ 

ーー＃５小＃４ 指数は４ 

 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、例６のあとに

挿入し、○を□に変更した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

36 5 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、７行

目のあとに次のように挿入した。 

 

  （ノート） 

 次の式１．のかけ算は２．のわり算

に、２．のわり算は１．のかけ算に書

き換えることができる。 

 １． （＋２）×（＋３）＝＋６ 

 ２． （＋６）÷（＋３）＝＋２ 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

37 2 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例１

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

37 8 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例２

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

37 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、20

行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

38 側注 修正 
 １つ目の側注を、３行目のあとに挿

入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

38 5 修正 

 囲みの部分と２つ目の側注をまとめ

て（ノート）とし、例４のあとに挿入

した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①③による 

38 10 修正 
 「まとめてふりかえろう３」の指示

を、Qのあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

39 4 削除  囲みの部分を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

40 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例１のあとに

挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

40 17 修正 

 17 行目と 18 行目のあいだに、右側の

（累乗６2を計算し、除法９÷（－３）

を計算する。）を挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（10）による 



 
 

40 19 修正 

 19 行目と 20 行目のあいだに、右側の

（はじめに（ ）の中の６2－９を先に

計算する。）を挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（10）による 

41 5～6 修正 
 □○△をそれぞれ（あ）（い）（う）

とした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（11）による 

41 写真 削除  切符の写真を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

41 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、21 行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

42 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、７行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

42 図 修正 

 数の集合を表した図の中の数字を省

略し、図の前に、次の文章を追加した。 

 

 すべての数の集合の中に整数の集合

が含まれ、整数の集合の中に自然数の

集合が含まれている。自然数の集合に

は、１，２，３，・・・がふくまれてい

る。 

 整数の集合には、自然数のほかに０，

－１，－２，－３，・・・が含まれる。 

 すべての数の集合には、整数の集合

のほかに、-0.4、3.14、-2/3、12/5 な

どが含まれる。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

42 15 修正 

 問５の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 次の図は、それぞれ自然数の集合、

整数の集合、すべての数の集合のどこ

にふくまれるか答えなさい。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

43 図 修正 

 自然数の集合の図を、次のように文

章に変更し、10 行目のあとに挿入した。 

 

 自然数２、３の和は５、積は６にな

り、両方とも自然数になる。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

43 図 削除  整数の集合の図を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 



 
 

44 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例１のあとに

挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

45 表 修正 
 例題１の表を、問題文の最後に挿入

した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（14）による 

45 側注 修正 
 側注の内容を、19 行目のあとに挿入

した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

46 表 修正  ３の表を、問題文の最後に挿入した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（14）による 

48 表 修正 

 １の表を縦と横を入れ替えて、問題

文の最後に挿入した。また、トランプ

の絵は点字のトランプの表記とした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

49 表 修正  ３の表を、問題文の最後に挿入した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（14）による 

50 6～11 修正 

 先生の指示を加奈さんの考えを、次

のように表した。 

 

 先生「１．９からその数をひいてく

ださい。 

 ２．その答えを４倍しましょう。 

 ３．そこから 22 をひきます。 

 ４．出た答えを２でわります。 

 ５．そこに、最初に思いうかべた数

を２倍してたしてください。」 

加奈さんは次のように考えました。 

   １．９－３＝６ 

   ２．６×４＝２４ 

   ３．24-22＝２ 

   ４．２÷２＝１ 

   ５．１＋３×２＝・・・ 

 

51 8～10 削除 

 ｛（９－□）×４－22｝÷２＋□×２ 

の式は１つだけとし、残り２つを削除

した。 

 

51 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 武志さんのセリフを、式のあとに挿

入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

52 写真 削除  ノートの写真を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

2章 

52 表 修正  表を 12 行目のあとに挿入した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（14）による 



 
 

53 絵 削除  りんごの絵を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

53 22 修正 

 右側にある参照ページを（ノート）

とし、次のように 25 行目のあとに挿入

した。 

 

  （ノート） 

 交換法則 結合法則 （ｐ○○） 

 分配法則 （ｐ○○） 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

54 7 修正 
 右側にある式を、例として「積の表

し方」の該当箇所に挿入した。 
 

54 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、13 行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

55 3 修正 
 右側にある式を、例として「商の表

し方」の文章のあとに挿入した。 
 

56 絵 削除  1000 円札とノートの絵を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

56 写真 削除  美術館の写真を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

56 18 修正 
 「まとめてふりかえろう５」の指示

を、例２のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

56 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、問

２(１)のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

57 2 修正 
 「まとめてふりかえろう４」の指示

を、例３のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

57 写真 削除  りんごの飲み物の写真を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

57 写真 削除  ハンカチの写真を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

58 図 削除 
 三角形３個と４個の場合を削除し

た。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 



 
 

58 7～14 修正 

 ７行目から 14 行目の文章を、次のよ

うに表し、そのあとに三角形１個と２

個とｎ個の場合の図を挿入した。 

 

 （Q）において、必要な棒の本数は、

次のように数えることができる。 

  三角形１個 （１＋２）本 

  三角形２個 （１＋２×２）本 

  三角形３個 （１＋２×３）本 

  三角形４個 （１＋２×４）本 

 したがって、棒の本数は、いつも 

  １＋２×（三角形の個数） 

 という式で表されるから、三角形を n

個作るときに必要な棒の本数は 

（１＋２n）本 

であることがわかる。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

59 5 修正 

 囲みの部分を、次のように黄ペン君

のセリフとし、８行目のあとに挿入し

た。 

 

 「120ｘ＝120×ｘ だったね。」 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

59 14 修正 

 囲みの部分と黄ペン君のセリフをま

とめて、黄ペン君のセリフとし、17 行

目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①③による 

60 3 修正 
 －ｘ、ｘ2の値を求める式にそれぞれ

１，２，と番号をつけた。 
 

60 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、例２のあとに

挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

60 12 削除  囲みの部分を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

61 図 削除  ３の立方体の見取り図を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

62 6 削除  囲みの部分を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

62 側注 修正 
 １つ目の側注を、レ下がり括弧では

さんで、例１のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

62 側注 修正 
 ２つ目の側注を、レ下がり括弧では

さんで、問１のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 



62 16 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、次の

ように 20 行目のあとに挿入した。 

 

  （ノート） 

 ３ｘ－５の１次の項は ３ｘ、数の項

は －５ 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

63 図 修正 
 右側の長方形にも縦の長さを追加し

た。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

63 18 削除  囲みの部分を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

64 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、次のように例

４のあとに挿入した。 

 

 「次のように計算してもいいよ。」 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

64 13 修正 
 囲みの部分を筆算式として、黄ペン

君のセリフのあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

65 2 修正 

囲みの部分を、次のように黄ペン君の

セリフとし、例５のあとに挿入した。 

 

 「次のように計算してもいいよ。 

    ２ｘ＋１ 

 －）  ｘ－５ 

     ｘ＋６ 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

65 8 修正  式の上下の線を省略した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

66 16 削除  囲みの部分を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

67 2 修正 

 囲みの部分を省略し、２行目と３行

目に次の文章を挿入した。 

 

 （分子の６と分母の２で約分する） 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

67 9 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例４

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

67 13 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例５

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

68 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例６のあとに

挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

 
 



 
 

68 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、例題１の考え

方のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

69 3 修正 
 「まとめてふりかえろう９」の指示

を、８行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

69 図 削除 
 問１の直方体の見取り図を削除し

た。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

69 14 追加 

 14 行目のあとに、次の文章を追加し

た。 

 （注）墨字では、、｀ね をπと表す。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（13）による 

69 12 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例１

の前に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

69 側注 修正  側注を、19 行目のあとに挿入した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

69 15 修正 
 「まとめてふりかえろう 10」の指示

を、側注のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

70 9 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、次の

ように 12 行目のあとに挿入した。 

  （ノート） 

 等式 ４ｘ＋ｙ＝７０の左辺は ４ｘ

＋ｙ、右辺は 70、両辺は４ｘ＋ｙ 70 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

70 図 修正  例３の図の人の絵を省略した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

71 17 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、次の

ように 21 行目のあとに挿入した。 

  （ノート） 

 等式 ４ｘ＋ｙ＜70 の左辺は ４ｘ

＋ｙ、右辺は 70、両辺は ４ｘ＋ｙ 70 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

72 3～8 修正 

 ３行目から８行目の文章を、次のよ

うに修正した。 

 〔１〕 ｘ が ａ 以上 

  ｘがａより大きいまたは、ａに等

しいことであり、記号≧を使ってｘ≧

ａ と表し、「ｴｯｸｽ大なりｲｺｰﾙｴｰ」と読

む。 

 〔２〕 ｘ が ａ 以下 

  ｘがａより小さいまたは、ａに等し

いことであり、記号≦を使って ｘ≦ａ 

と表し、「ｴｯｸｽ小なりｲｺｰﾙｴｰ」と読む。 

読み方を挿入した。 



 
 

72 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、８行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

72 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、青

ペン君のセリフのあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

75 6 修正 

 １（2）の問題文を、次のように修正

した。 

 

 （2） 次の図 13 の２つの円の間に

あるウラに出した点でうめた部分の面

積 

 

75 図 修正 
 ２つの円の半径を入れる位置をずら

した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

77 3～9 修正 

 ある数が６の場合の計算を、それぞ

れの計算に１．～５．まで番号をつけ、

計算方法の説明のあとに挿入した。 

 

80 図 削除 
 角砂糖とおもりをのせた天秤の図を

削除した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

80 11 修正 

 ①の式の説明を、次のように文章で

表し、式のあとに挿入した。 

 ①の式の左辺は左の皿の角砂糖とお

もりの重さ、右辺は右の皿のおもりの

重さを表している。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

80 9 修正 
 「確認しよう」を、①の式の説明の

あとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

80 15 修正 

 問１の問題文中の「調べなさい。」を

「調べ、次の表１の□にあてはまる式

を書きなさい。」と変更した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（６）による 

81 14 修正 

 問２の問題文中の「次の方程式の解

になるものを求めなさい。」を「次の方

程式の解になるものを求め、次の表３

と表４の□を完成させなさい。」と変更

した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（６）による 

81 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、問２のあとに

挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

3章 

82 図 修正 

 天びんの左右の皿に同じ重さのもの

をのせる操作を表した図と、同じ重さ

のものを取り除く操作を表した図の２

つに分けて表した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 



 
 

82 図 修正 

 かけ算やわり算の操作を表した図の

矢印は省略し、「等式の性質」の「注意」

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（10）による 

83 7 修正 

 式変形の内容を表す矢印を省略し、

変形の内容については、６行目と７行

目の間に「左辺をｘだけにするために」

を挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（10）による 

83 6 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例１

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

83 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、問１のあとに

挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

83 19 修正 

 式変形の内容を表す矢印を省略し、

変形の内容については、18 行目と 19

行目の間に「左辺をｘだけにするため

に」を挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（10）による 

83 18 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例２

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

84 5 修正 

 式変形の内容を表す矢印を省略し、

変形の内容については、４行目と５行

目の間に「左辺のｘの係数を１にする

ために」を挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（10）による 

84 4 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例３

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

84 12 修正 

 式変形の内容を表す矢印を省略し、

変形の内容については、11 行目と 12

行目の間に「左辺のｘの係数を１にす

るために」を挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（10）による 

84 11 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例４

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

85 2 修正 
 黒板の部分を、囲みをつけてＱのあ

とに挿入した。 
 

85 7 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、次の

ように９行目に挿入した。 

 

  （ノート） 

 ｘ－３＝７ ・・・① 

 ｘ＝７＋３ ・・・② 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 



 
 

85 14 削除 
 例１の２つの囲みの部分を、いずれ

も削除した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

86 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、問１の前に挿

入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

86 9 修正 

 例２の囲みを削除し、10 行目と 11

行目の間に次のように挿入した。 

 

    （－２を移項して） 

    （３ｘ＝ｘ－１０＋２） 

    （ｘを移項して） 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

86 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、20

行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

87 側注 修正 

 側注を（確認）とし、次のように例

題１の解答のあとに挿入した。 

 

  （確認） 

 分配法則を利用。 

２（ｘ－１）＝２×ｘ＋２×（－１） 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

87 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例題２の解答

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

88 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例題３の解答

のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

88 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、10

行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

89 7 修正 
 「まとめてふりかえろう６」の指示

を、７行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

89 8 修正 

 囲みの部分を、次のように文章で表

し、８行目と９行目の間に挿入した。 

 

 （３：５の３と５をそれぞれ５で割

ると） 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

 

90 7～12 修正 

 式変形の内容を表す矢印を省略し、

変形の内容については、次のように 12

行目のあとに挿入した。 

 

 （３：５＝６：10 の外側の項の積と

内側の項の積は等しくなる） 

編 集 の 具 体 的 方 針

（10）による 



 
 

90 14 削除  囲みの部分を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

91 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、２の問題のあ

とに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

92 6 修正 

 Ｑの文章中の「次の□をうめて」を

「次の□にあてはまる言葉を入れて」

に変更した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（６）による 

92 写真 削除 
 ケーキとジュースの写真を削除し

た。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

92 11～21 修正 
 「問題を解く手順」を、Ｑの解答の

あとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

93 絵 削除  お菓子の絵を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

93 8 修正 

 例題１の考え方の式を、次のように

表した。 

 姉の残金＝弟の残金×２ 

 （1200－ｘ）円＝□円×２ 

 

93 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、考え方のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

93 絵 削除  問２の挿絵を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

94 絵 削除  例題２の子どもの絵を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

94 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例題２の考え

方のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

94 側注 修正 
 側注を赤ペン君のセリフとし、例題

２の解答のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

94 写真 削除  絵はがきの写真を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

95 2 修正 
 「まとめてふりかえろう５」の指示

を、例題３の前に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

95 図 削除 
 例題３の考え方の図を削除し、表だ

けとした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

95 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、表のあとに挿

入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

96 絵 削除  問５の挿絵を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 



 
 

99 絵 削除  ３の挿絵を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

99 絵 修正 

 「試してみよう」の挿絵を省略し、

次の文章を 22 行目のあとに追加した。 

 ある八百屋さんで売られている野菜

と値段は次のようになっています。 

  だいこん １本 200 円 

  きゅうり ３本 150 円 

  なす   ４本 250 円 

  トマト  １個 100 円 

  たまねぎ １個 50 円  

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

100 15 修正 

 問１の問題文中の「右の表を完成さ

せなさい。」を「次の表 16 の□にあて

はまる式や言葉を答えなさい。」と変更

した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（６）による 

100 表 修正  問１の表を、問１のあとに挿入した。  

101 1 修正 

 囲みの部分を（武志さんの考え）と

し、４行目のあとに挿入した。また、

式変形の①、②は矢印を省略し、２行

目の式のあとに①、４行目の式のあと

に②と番号をつけた。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

101 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、14 行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

104 図 削除 

 Ｑの図を削除し、Ｑの文頭に「○○

ページの図１のＡのような」を付け加

えた。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

104 12 修正 

 問１の問題文を、次のように修正し

た。 

 表３の□にあてはまる数を答えなさ

い。 

 

104 17 修正 
 問２の「右の図」を「○○ページの

図１のＢ」と変更した。 
 

4章 

105 側注 修正 

 側注をレ下がり括弧ではさんで、次

のように 11 行目のあとに挿入した。 

 （不等式第２巻ｐ○○） 

 表を、次のように表した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 



 
 

105 表 修正 

  Ｘ＞０ ｘが０より大きい（０を

含まない） （図４－１） 

 ｘ≧０ ｘが０以上（ｘ＞０または

ｘ＝０）  （図４－２） 

 ｘ＜６ ｘが６より小さい（６を含

まない） ｘが６未満 （図４－３） 

 ｘ≦６ ｘが６以下（ｘ＜６または

ｘ＝６）  （図４－４） 

 ０≦ｘ≦６ ｘが０以上６以下 

（図４－５） 

 

105 図 修正 
 変域を表す図の中で、含む点を表の

大点、含まない点を裏の大点で表した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

106 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、Ｑのあとに挿

入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

106 8 修正 
 「まとめてふりかえろう７」の指示

を、16 行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）②による 

106 11 削除  右側の囲みの部分を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

106 表 修正 
 表の上下にある矢印を省略した。ま

た、掲載する表を１つにした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（14）による 

107 図 修正 

 例１の直方体の見取り図を削除し、

問題文の「右の図のような」を「縦 10

ｃｍ、横 20ｃｍ、高さ１２ｃｍの」と

変更した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

107 側注 修正 

 側注の「左の」を「例１の」に変更

した上で、レ下がり括弧ではさんで、

例１のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

107 絵 削除  車の絵を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

108 図 修正 

 Ａさんが走っている図の中の、人の

絵を省略し、走っている向きを表す矢

印を入れた。また、「４ｍ」は１つだけ

入れ、あとは省略した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

108 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、９行目のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

108 10～11 修正  問４の問題文中の「ｘとｙの値の表

をつくりなさい。」を「ｘとｙの値を求

め、表７、表８の□にあてはまる数を

編 集 の 具 体 的 方 針

（６）による 



 
 

答えなさい。」と変更した。 

108 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、12

行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

109 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、例題１のあと

に挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

110 9～10 修正 

 Ｑの文章中の「地点をかき入れてみ

ましょう。」を「地点に印をつけてみま

しょう。」に変更した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（６）による 

111 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、13

行目のあとに挿入した。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（９）③による 

111 10 削除  囲みの部分を削除した。 
編 集 の 具 体 的 方 針

（９）①による 

111 図 修正 
 問１の図で、軸上の数字は、－３，

－１，０，＋１，＋３のみを入れた。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 

111 23 修正 

 問２の問題文を、次のように修正し

た。 

 図９で、次の点の位置に印をつけな

さい。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（６）による 

112 2～4 修正 

 Ｑの問題文を、次のように修正した。 

 

 比例 ｙ＝２ｘ について、対応する

ｘとｙの値を求め、表９の□にあては

まる数を答えましょう。また、図 10 で、

これらｘとｙの値の組を座標とする点

に印をつけましょう。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（６）による 

112 図 修正 
 方眼の線を、１刻みとし、方眼の数

を 16×12 に減らした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）③による 

112 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、問１のあとに

次のように挿入した。 

 「印をつけた点は、どんな図形上に

あるだろう。」 

編 集 の 具 体 的 方 針

（５）による 

113 1～2 修正 

 １行目から２行目の文章を、次のよ

うに修正した。 

 

 次の図 11、図 12 のように、点をとる

間隔をさらに細かくすると、点の集ま

りは直線になる。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）①による 



113 図 修正 
 ｙ＝２ｘのグラフをかく方眼の数

を、16×12 に減らした。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（８）③による 

113 5 修正 

 問２(1)の問題文を、次のように修正

した。 

 

 対応するｘとｙの値を求め、次の表

10 の□にあてはまる数を答えなさい。 

編 集 の 具 体 的 方 針

（６）による 

114 10 修正 

 「比例のグラフ」のまとめの部分を、次のように表した。

 

〔左ページ〕         〔右ページ〕 

   比例のグラフ      図１５  ａ＞０のとき  

 比例ｙ＝ａｘのグラフは、 

原点を通る直線である。 

   ａ＞０のとき 

 グラフは右上がり       

 

 

   ａ＜０のとき 

 グラフは右下がり      図１６  ａ＜０のとき 

 

 

 

 

 

 

115 図 修正 
 例２と問７の直線(１)～(４)の図

を、直線ごとに分けて表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

115 14 修正 

 例２の「右の図の直線(１)」を「○

○ページの図 18-１の直線」と変更し

た。 

 

115 21 修正 

 問７の「右の図の(２)～(４)の直

線」を「○○ページの図 18-２～○○

ページの図 18-４の直線」に変更し

た。 

 

116 3 修正 

 １の問題文中の「次の表の空らん

をうめなさい。」を「表 11、表 12 の

□にあてはまる数を答えなさい。」と

変更した。 

編集の具体的方針

（６）による 

増加 

増加 

減少 
増加 

 
 



 
 

116 図 修正 
 ４の直線の図を、直線ごとに分け

て表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

116 16 修正 

 ４の「右の図の（1）～～（３）の」

を「次の図 19-１～図 19-３」に変更

した。 

 

117 図 削除 
 面積が 12cm2の長方形の図を、削除

した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

118 1 修正 
 「まとめてふりかえろう８」の指

示を、４行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

118 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、10 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

118 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

例１のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

119 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問３のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

119 15 修正 

 問４(１)の問題文を、次のように

修正した。 

 

 対応するｘとｙの値を求め、表 15

の□にあてはまる数を答えなさい。 

編集の具体的方針

（６）による 

120 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例題１のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

121 2～3 修正 

 Q の問題文中の「ｘとｙの値の表を

完成させましょう。」を「ｘとｙの値

を求め、表 16 の□にあてはまる数を

答えなさい。」と変更し、「下の図に

かき入れましょう。」を「次の図 21

に印をつけましょう。」と変更した。 

編集の具体的方針

（６）による 

121 6 修正 

 問１の問題文中の「上の図にかき

入れなさい。」を「図 21 に印をつけ

ましょう。」と変更した。 

編集の具体的方針

（６）による 

121 図 修正  方眼の線を、１刻みとした。 
編集の具体的方針

（８）③による 

121 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、問１のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

 

122 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問２のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 



123 13 修正 

 「反比例のグラフ」のまとめの部分を、次のように表した。

 

〔左ページ〕     〔右ページ〕  

図２４ ａ＞０のとき  反比例のグラフ 

           反比例のグラフｙ＝ａ/ｘ のグラフ

は 

          次のような双曲線である。 

           ａ＞０のとき 

 グラフは右上と左下に現れる（図-２４）

           ａ＜０のとき 

           グラフは左上と右下に現れる（図-２５）

図２５ ａ＜０のとき 

 

 

 

 

 

 

123 図 削除 
 「よくないグラフの例」を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

123 15 追加 

 「反比例のグラフ」のあとに、次

の青ペン君のセリフを追加した。 

 

 「反比例のグラフをかくときは、

なめらかに結ぶようにし、座標軸と

交わらないように気をつけてかこ

う。」 

編集の具体的方針

（８）①による 

125 写真 削除  コピー用紙の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

125 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、Q のあとに挿

入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

125 13 修正 

 問１の問題文中の「右の表の空ら

んをうめ」を「次の表 17 の□にあて

はまる数を答え」に変更した。 

編集の具体的方針

（６）による 

126 表 修正 
 問１の表を、問１のあとに挿入し

た。 

編集の具体的方針

（14）による 

125 絵 削除  問２の挿絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

 
 



 
 

126 絵 削除  問題の挿絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

126 表 修正 
 問題の表を、12 行目のあとに挿入

した。 

編集の具体的方針

（14）による 

126 絵 削除  水槽の絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

127 13～14 修正 

 囲みの内容を含めて、次のように

表した。  

 兄は、家を出発してから 10 分後 

（ｘ＝10 のとき ｙ＝800） 

 妹は、家を出発してから 16 分後 

（ｘ＝16 のとき ｙ＝800） 

 

127 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、問６のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

128 
2,8,13,

20 
修正 

 基本問題１～４の問題文「次の空

らんをうめて、文を完成させなさ

い。」を「次の□にあてはまる言葉を

答えなさい。」に変更した。 

 

129 9～10 修正 

 ３の問題文を、次のように修正し、

関数に(ア)～(カ)の記号を付けた。 

 次の(ア)～(カ)の関数の中から、

(１)～(４)のそれぞれにあてはまる

関数をすべて選びなさい。 

 

130 2 修正 

 １の問題文中の「次の表の空らん

をうめなさい。」を「表 19、表 20 の

□にあてはまる数を答えなさい。」と

変更した。 

編集の具体的方針

（６）による 

131 7～8 修正 

 ７行目から８行目の文章を、次の

ように修正した。 

 □にあてはまる数を答えましょ

う。 

 

131 9～11 修正 

 ９行目から 11 行目の文章を、次の

ように修正した。 

 

 次に、表 21 の中の値が 15 以下の

ますに印をつけましょう。印をつけ

たますと印のないますの境目はどの

ような形になるでしょうか。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

131 12 修正 

 「赤色のます」を「印をつけたま

す」、「青色のます」を「印のないま

す」に変更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

132 図 修正 
 校内の図を、体育倉庫と体育館と

校舎とクラスメイトのみとした。 

編集の具体的方針

（８）①による 

132 4 修正 

 「なんだか人数が少ないなぁ。」を

133 ページの武志さんのセリフとま

とめ、次のように表した。 

 

 「なんだか人数が少ないなぁ。建

物の陰になった部分は見えないな

ぁ。でも、Ｂさんからはほかの人も

見えているかも・・・」 

編集の具体的方針

（８）①による 

133 1 修正 
 「左の図のような」を「図１のよ

うな」と変更した。 
 

133 図 削除  133 ページの図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

134 4 修正 

 Ｑの文章中の「左の図に、点Ａを

通る直線をひいてみましょう。」を

「次の図２のように点Ａ、Ｂをとり、

点Ａを通る直線をひいてみましょ

う。」と変更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

134 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、次のように

11 行目のあとに挿入した。 

 

 「数直線は正の方向にも負の方向

にも、限りなくまっすぐのびていた

ね。」 

編集の具体的方針

（５）による 

135 2 修正 

 Ｑの文章中の「右の図の」を「次

の図５のように直線ＡＢと点Ｃをか

き、」と変更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

135 7 追加 

 ７行目のあとに、次の文章を追加

した。 

 

 （注）墨字では、ＡＢ⊥ＣＤと表

す。 

編集の具体的方針

（13）による 

5章 

135 18 修正 
 問１の問題文中の「Ｑの図におい

て」を「図５において」に変更した。 
 



 
 

135 22 追加 

 22 行目のあとに、次の文章を追加

した。 

 

 （注）墨字では、ＡＢ//ＣＤと表

す。 

編集の具体的方針

（13）による 

136 7～8・図 修正 

 問３の問題文を、次のように修正

し、図を削除した。 

 

 直線ＡＢをひき、その直線ＡＢと

の距離が１cm である直線をひきなさ

い。 

編集の具体的方針

（８）①による 

136 19 修正 

 19 行目のあとに、次の文章を追加

した。 

 

 （注）墨字では、△ＡＢＣと表す。 

編集の具体的方針

（13）による 

137 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

13 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

138 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問３のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

139 図 修正 
 ページの左上と右上の図を、図 19

として挿入した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

139 2～3 修正 

 Q の文章を、次のように修正した。 

 

 ○○ページの図 19 の２つの三角形

Ｐ、Ｑは合同です。このページを折

って２つの三角形をぴったりと重ね

てみましょう。 

編集の具体的方針

（８）①による 

140 1 修正 

 問８の問題文を、次のように修正

した。 

 

 ○○ページのＱの図 13 について、

次の問に答えなさい。 

 

140 図 削除  問８の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

140 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、25 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

141 図 修正 
 １の図を、上から見た略図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

141 図 修正  ２の図の BO の矢印を省略した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

142 4 修正 

 Ｑの問題文中の「その地点を、下

の図にかき入れましょう。」を「次の

図 25 に印をつけましょう。」に変更

した。 

編集の具体的方針

（６）による 

142 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、８行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

142 図 削除 
 定規とコンパスでの作図の図を削

除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

143 図 修正 

 紙を折る方向を示した矢印を省略

し、折った図についてはそれぞれ折

る前の紙を表す線を裏線で入れた。 

編集の具体的方針

（８）①による 

144 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、５行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

145 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、18 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

147 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、16 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

151 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、８行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

155 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、19 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

159 図 修正 
 対応する頂点をつなぐ点線を省略

した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

160 図 修正  頂点 B、Cを通る円を３つにした。 
編集の具体的方針

（８）①による 

161 図 修正 
 ２辺ＡＢ、ＢＣに接する円を２つ

にした。 

編集の具体的方針

（８）①による 

162 図 修正 

 封筒は長方形で表し、折る方向を

示す矢印を省略した。また、封筒の

図中のコメントも省略した。②の封

筒の中の赤い線は破線とし、③の「赤

くひいた線」を「破線」に変更した。

⑥の切り口を示している箇所を直線

で表し、「切り口」と言葉を入れた。 

編集の具体的方針

（８）①による 

6章 

163 写真 削除  立体を左右から押しつぶしている 編集の具体的方針



 
 

写真とできあがった立体の写真を削

除した。 

（８）①による 

164 図 修正 
 Ｑのア～カの図を、それぞれ上か

ら見た図と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

164 5 修正 
 文章中のア、エ、カの見取り図を

省略した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

164 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、見取り図は

省略して、７行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

164 図 修正 

 三角柱の底面と側面を表す図を、

上から見た図と前から見た図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

165 1 修正 
 文章中のエの見取り図を省略し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

165 側注 修正  側注を、３行目のあとに挿入した。 
編集の具体的方針

（９）③による 

165 図 修正 

 四角錐の底面と側面を表す図を、

上から見た図と前から見た図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

165 12～13 修正 

 問３の問題文を、次のように修正

した。 

 

 次の図５の立体は四角錐です。い

ろいろな方向から触ってみましょ

う。 

編集の具体的方針

（８）①による 

165 図 修正 
 問３の図を、上から見た図と前か

ら見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

165 14 修正 
 文章中のイ、ウの見取り図を省略

した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

165 19 修正  文章中のオの図を省略した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

165 図 修正 

 円錐の底面と側面を表す図を、上

から見た図と前から見た図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

166 図 修正 
 正多面体の見取り図を、上から見

た図と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

166 図 修正 
 問６の多面体の見取り図を、上か

ら見た図と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 



167 写真 削除 
 下じきを指でささえている写真を

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

167 図 修正 

同じ直線上にない３点をふくむ平面

はただ１つであることを示した図

を、次のように表した。 

 

     平面Ｐ    平面Ｐ Ｑ 

          Ａ 

    Ｃ 

          Ｂ 

 
 

編集の具体的方針

（８）①による 

167 絵 削除  いすの絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

168 図 修正 
 Ｑの立方体の見取り図を、上から

見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

168 写真 削除  高速道路の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

168 13 修正 

 「空間における２直線の位置関係」

を、次のように表した。 

 

 １．交わる 

 ２．平行 

 ３．ねじれの位置 

 １．と２．は同じ平面上にある。 

 ３．は同じ平面上にない。 

 ２．と３．は交わらない。 

編集の具体的方針

（８）①による 

168 図 修正 
 ねじれの位置を表す図を、平面Ｐ

を上から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

168 図 修正 
 問３の三角柱の図を、上から見た

図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

169 図 修正 

 直線と平面の位置関係を表す立方

体の図を、上から見た図と前から見

た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

 
 



 
 

169 図 修正 

「空間における直線と平面の位置関

係」の図について、それぞれ次のよ

うに表した。 

① 直線が平面に含まれる（上から

見た図） 

 

 

 

 

 

（次の直線ｌとの位置関係を考え

る。） 

② １点で交わる 

 ③ 交わらない 

 

 

 

 

 

 

編集の具体的方針

（８）①による 

 

②③の直線の図は、

平面Ｐの図と見開き

とし、平面Ｐのペー

ジを立て、②の直線

と１点で交わるこ

と、③の直線とは交

わらないことを確認

できるようにしてい

る。 

169 図 修正 

 直線ｌと平面Ｐが垂直であること

を表す図を、平面Ｐを上から見た図

と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

169 写真 削除 
 下じきに三角定規を立てた写真を

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

170 図 修正 
 Ｑの立方体の見取り図を、上から

見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

170 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

５行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

170 図 修正 
 ２平面の位置関係を表す図を、平

面Ｐ、Ｑで切った断面図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

170 図 修正 
 平面Ｐと平面Ｑが垂直であること

を表す図を、前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

170 図 修正 

 問５の立方体を半分にした立体の

図を、上から見た図と前から見た図

で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

      



 
 

170 図 修正 問６の平面Ｐ、Ｑ、Ｒの図を、平面

Ｐ、Ｑ、Ｒを切った断面図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

171 図 修正 
 点Ａと平面Ｐとの距離を表す図

を、平面Ｐを切った断面図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

171 図 修正 

 角錐と円錐の高さを表す図を、そ

れぞれ上から見た図と前から見た図

で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

171 図 修正 

 問７の直方体の一部を切り取った

立体の見取り図を、次のように表し

た。 

 

 まず切り取る前の直方体をＡＢＣ

Ｄ-ＥＦＧＨとし、「直方体ＡＢＣＤ-

ＥＦＧＨをＡ、Ｃ、Ｆを通る平面で

切った立体」と表記し、上から見た

図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

171 14 修正 
 問７(２)の「△ＢＤＣ」を「△Ｂ

ＦＣ」に変更した。 
 

171 図 修正 
 ２平面の距離を表す図を、平面Ｐ、

Ｑを切った断面図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

171 図 修正 

 角柱や円柱の高さを表す図を、そ

れぞれ上から見た図と前から見た図

で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

172 絵 修正 

 はがきとＣＤを積み重ねた絵を、

上から見た図と前から見た図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

172 図 修正 

 三角形と円を平行に動かしてでき

る立体を考える図を、次のように表

した。 

  三角形と円のみを示し、図の前

に「次の図形を紙に垂直に動かして

できる立体を考える。」と文章を挿入

した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

172 図 修正 
 問１の図を五角形のみとし、上か

ら見た図とした。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

172 図 修正 

 線分ＡＢを円周にそってひとまわ

りさせる図を、上から見た図と前か

ら見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 



 
 

173 図 修正 

 長方形と直角三角形を１回転させ

る図を、回転させる前の図だけにし

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

173 写真 削除  問３の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

174 図 削除 
 正三角錐の見取り図の説明の図を

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

174 10～13 修正 

 問４の問題文を、次のように修正

し、図は省略した。 

 

 次の立体の投影図がどのようにな

るか説明しなさい。 

 (1) 底面の１辺が３cm 高さが

４cm の正四角柱 

 (2) 底面の半径が３cm 高さが

４cm の円錐 

編集の具体的方針

（８）①による 

175 5～6 削除 

 問５の問題文中の「また、その立

体の見取図をかきなさい。」を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

175 7～10 修正 

 問６の問題文を、次のように修正

した。 

 

 次の図 35 の投影図について、どん

な立体を表しているか、A さんと Bさ

んが考えたところ、次のようになり

ました。２人の考えについて、気づ

いたことをまとめなさい。 

 A さんの考え「直方体だと思う。」 

 B さんの考え「三角柱を横にした形

だと思う。」 

 

176 図 修正 

 １の直方体から三角柱を切り取っ

た立体の見取り図を、上から見た図

と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

176 12～13 修正 

 ２の問題文を、次のように修正し

た。 

 次の図 38 を、直線ｌを軸として１

回転させてできる回転体がどのよう

な立体になるか説明しなさい。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

177 写真 修正  Ｑの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

177 図 修正 

 切り口が二等辺三角形になる図

を、次のように表した。 

 

 まず、立方体をＡＢＣＤ－ＥＦＧ

Ｈとし、上から見た図と前から見た

図で表し、前から見た図のＢＦ上に

Ｐを入れた。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

177 6～8 修正 

 ６行目から８行目の文章を、次の

ように修正した。 

 

 次の図 40 の立方体を、点Ａ、Ｃ、

Ｐを含む平面で切ると、切り口は三

角形になる。この三角形は二等辺三

角形である。 

 

177 図 修正 

 問１の図を、次のように表した。 

 

 まず、立方体をＡＢＣＤ－ＥＦＧ

Ｈとし、上から見た図と前から見た

図で表し、前から見た図のＥＦ上に

Ｐを入れた。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

177 14～15 修正 

 問１で通る３点を、それぞれ次の

ように修正した。 

 

 (1) 点Ａ、Ｃ、Ｆ 

 (2) 点Ａ、Ｃ、Ｅ 

 (3) 点Ａ、Ｃ、Ｐ 

 

177 図 修正 

 問２の図を、次のように表した。 

 

 まず、立方体をＡＢＣＤ－ＥＦＧ

Ｈとし、上から見た図と前から見た

図で表した。切り口が五角形の図に

ついては前から見た図のＡＥ上に

Ｐ、ＥＦ上にＱを入れた。切り口が

六角形の図については、上から見た

図のＣＤ上にＰ、ＤＡ上にＱ、ＡＥ

上にＨを入れた。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 



 
 

178 図 修正 

 三角柱の見取り図は、上から見た

図と前から見た図で表し、少し開い

ている図は省略した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

178 5 修正 
 問１の問題文中の「かきなさい。」

を「答えなさい。」に変更した。 

編集の具体的方針

（６）による 

178 図 削除 
 円柱の見取り図と少し開いている

図を削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

179 図 修正 
 正四角錐の見取り図を、上から見

た図と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

179 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、問３の前に

挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

179 図 削除 
 円錐の見取り図と少し開いている

図を削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

180 図 修正 

 問１の四角柱と三角柱の見取り図

を、上から見た図と前から見た図で

表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

180 6 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、６

行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

181 図 修正 
 正四角錐の見取り図を、上から見

た図と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

181 側注 修正 

 １つ目の側注をレ下がり括弧では

さんで、例題２の考え方のあとに挿

入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

181 側注 修正 
 ２つ目の側注を、レ下がり括弧で

はさんで、問４のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

182 図 修正 
 三角柱と円柱の底面や高さを表す

図を、展開図で表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

182 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

10 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

182 11 修正 
 「まとめてふりかえろう 11」の指

示を、問１の前に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

182 17 修正 

 Ｑの文章中の「巻末の厚紙にある

右の図のような」を「○○ページの

図 55 のような」に変更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

182 写真 削除  四角錐の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



 
 

 

183 

 

図 

 

削除 

四角錐を３個組み合わせて、立方

体を作る図を削除し、２行目の「右

の図のように」を省略した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

183 図 削除 
 角錐と角柱の容器で水の量を比べ

ている図を、削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

183 図 削除 
 「角錐、円錐の体積」の三角錐と

円錐の見取図を削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

183 図 修正 
 例１の円錐の見取り図を、上から

見た図と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

184 側注 修正 
 １つ目の側注をレ下がり括弧では

さんで、４行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

184 写真 修正 

 半球と円柱にひもを巻き付けてい

る写真を、それぞれ上から見た図と

前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

184 側注 修正 

 ２つ目の側注をレ下がり括弧では

さんで、９行目と 10 行目の間に挿入

した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

184 10 修正 

 囲みの部分をレ下がり括弧ではさ

んで、10 行目と 11 行目の間に挿入し

た。 

編集の具体的方針

（９）①による 

184 図 削除  球の見取図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

184 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、例１の前に

挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

185 図 修正 

 半球と円柱の容器を、それぞれ上

から見た図と前から見た図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

185 9 修正 

 囲みの部分をレ下がり括弧ではさ

んで、９行目と 10 行目の間に挿入し

た。 

編集の具体的方針

（９）①による 

185 図 削除  球の見取図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

186 図 修正 

 １の円柱と円錐の見取り図を、上

から見た図と前から見た図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

186 図 修正 

 ２の四角柱と四角錐の見取り図

を、上から見た図で表し、高さは図

の前に「高さは７」と挿入した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 



 
 

186 図 修正 

 ３の図を、円柱の２つの底面の直

径を通る平面で切った断面図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

187 図 修正 
 １の立体の見取り図を、上から見

た図と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

187 図 修正 
 ２の立方体の見取り図を、上から

見た図と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

188 17～18 修正 

 ３の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 次の図 65 の図形を、直線ｌを軸と

して１回転させてできる回転体はど

んな立体になるか説明しなさい。ま

た、その回転体の体積を求めなさい。 

編集の具体的方針

（８）①による 

189 図 修正 
 １[１]の立方体の見取り図を、上

から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

189 2～4 修正 

 １の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 次の図 66 の立方体において、点Ｄ

から点Ｆまで、ＢＣを通ってひもを

かけます。ひもがもっとも短くなる

ときのひもの通る線を、図 67 の図で

考えなさい。 

編集の具体的方針

（８）①による 

189 図 修正 

 ２の図を、次のように表した。 

 

 直方体をＡＢＣＤ‐ＥＦＧＨと

し、上から見た図で表し、「水面がＡ、

Ｆ、Ｈを通るように傾けた」と図の

前に挿入した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

189 5～10 修正  ２の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 縦７cm、横５cm、高さ３cm の直方

体の形をしたふたのない容器に、水

が満たしてあります。この容器を傾

けて、水面が頂点Ａ、Ｆ、Ｈを通る

平面になるように、水をこぼしたと

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

き（図 68）、こぼれた水の体積を求め

なさい。 

189 図 修正 

 ３の図を、円錐の図（上から見た

図と前から見た図）と転がる円の図

に分けて表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

190 2 修正 
 「次の２つの資料」を「次の表１

と表２」に変更した。 
 

190 写真 削除  京都の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

192 3 修正 
 Ｑの文章中の「右の資料」を「次

の表３」に変更した。 
 

192 表 修正  表をＱのあとに挿入した。 
編集の具体的方針

（14）による 

193 表 修正 
 １つ目の表を、４行目のあとに挿

入した。 

編集の具体的方針

（14）による 

193 15～24 修正 

 問４の(1)(3)の問題文をそれぞれ

次のように修正し、表を(1)のあとに

挿入した。 

 (1) 次の表５は、○○ページの表

３をもとにして、2009 年１月の最高

気温を度数分布表にまとめたもので

す。□にあてはまる数を答えなさい。 

 (3) ○○ページの表４と比べて、

気づいたことをいいなさい。 

 

194 2 修正 
 「まとめてふりかえろう 12」の指

示を、３行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

194 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

６行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

194 表 削除 
 「1984 年１月の最高気温」と「2009

年１月の最高気温」の表を削除した。 
 

7章 

195 11～12 修正 

 問６の問題文を、次のように修正

した。 

 ○○ページの問５でつくったヒス

トグラムから度数折れ線をかきなさ

い。また、２つの年の度数折れ線を

比べて、気づいたことをいいなさい。 

 



 
 

195 写真 削除 
 コンピューターの画面の写真を削

除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

196 表 修正  Ｑの表を、Ｑのあとに挿入した。 
編集の具体的方針

（14）による 

196 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、15 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

196 表 修正 
 例１の表を、例１のあとに挿入し

た。 

編集の具体的方針

（14）による 

196 23～25 修正 

 問１の問題文を、次のように修正

した。 

 

 ○○ページの表６の３年生男子 20

人の度数分布表をもとに、各階級の

相対度数を求め、次の表７の□にあ

てはまる数を答えなさい。 

 

197 11～13 修正 

 問３の 11 行目から 13 行目の文章

を、次のように修正した。 

 ３年生男子の相対度数の分布の折

れ線グラフを作りなさい。 

 

197 表 修正 
 問４の表を、問４のあとに挿入し

た。 

編集の具体的方針

（14）による 

197 23 修正 

 問４(1)の「表を完成させなさい。」

を「□にあてはまる数を答えなさ

い。」に変更した。 

編集の具体的方針

（６）による 

198 2 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、４

行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

198 6 修正 
 Ｑの資料を、資料１とし、Ｑのあ

とに挿入した。 
 

198 12 修正 
 「上の」を「○○ページの資料１

の」と変更した。 
 

198 表 修正  表を 13 行目のあとに挿入した。  

198 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、22 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

199 6 修正 
 問１の資料を、８行目のあとに挿

入した。 
 

199 13 修正 

 問１(2)の「表を完成させなさい。」

を「表の□にあてはまる数を答えな

さい。」と変更した。 

編集の具体的方針

（６）による 



 
 

200 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

３行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

200 16 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、次

のように例１のあとに挿入した。 

 

  (ノート） 

 小さい順に並べると 

 ３ ７ ８ ８ 10 12 14 15 

 ８と 10 の平均をとる 

編集の具体的方針

（９）①による 

201 表 修正 
 １つ目の表を、３行目のあとに挿

入した。 

編集の具体的方針

（14）による 

201 表 修正 
 例２の表を、例２のあとに挿入し

た。 

編集の具体的方針

（14）による 

202 写真 修正 
 温度計の写真を、略図にしてＱの

あとに挿入した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

202 図 修正 
 近似値の範囲を表す図を、例１の

あとに挿入した。 
 

202 16 削除  囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

204 13～18 修正 

 問１の問題文を、次のように修正

し、資料は資料３として、問題文の

あとに挿入した。 

 

 次の資料３は、前のＱで明さんが

調べた 18 都市の最低気温です。この

資料をもとに、次の表 14 の度数分布

表の□にあてはまる数を答え、ヒス

トグラムをつくりなさい。 

 

204 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、問１のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

205 表 修正  表を、13 行目のあとに挿入した。 
編集の具体的方針

（14）による 

205 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問２のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

205 写真 削除  桜の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

206 5 追加 

 ５行目のあとに、次の文章を追加

した。 

 

 ただし、1950 年の男の人口は 4124

万人、女の人口は 4287 万人、総人口

は 8411 万人であり、2005 年の男の人

口は 6235 万人、女の人口は 6542 万

人、総人口は１億 2777 万人（年齢不

詳を含む）である。 

編集の具体的方針

（８）①による 

207 表 削除  ２の表を削除した。  

208 表 修正  １の表を、１のあとに挿入した。 
編集の具体的方針

（14）による 

210 絵 削除 
 アルキメデスの肖像画を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

211 絵 削除 
 生徒とコンピューターの絵を削除

した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

212 絵 削除  自転車の絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

213 側注 修正  側注を、本文に続けて記した。 
編集の具体的方針

（９）③による 

214 3 修正 
 ３行目の「下の右の図のような」

を省略した。 
 

214 図 削除  ドーナツの形の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

216 図 削除 
 正三角形と正方形の図を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

数学の

音 

218 絵 削除  ランニングの絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
2 

8～16 修正 
 「基本のまとめ」の□○△をそれ

ぞれ（あ）（い）（う）とした。 

編集の具体的方針

（11）による 

チャレ
ンジ編
7 

図 削除  例題１の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
10 

図 削除  12 の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
11 

図 削除  例題２の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チ ャ レ

ンジ編 

チャレ
ンジ編
11 

図 削除  13 の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

チャレ
ンジ編
12 

図 削除 

 「基本のまとめ」の比例と反比例

のグラフを省略し、それぞれ次のよ

うに表した。 

 

 比例 ｙ＝ａｘ のグラフ 

 グラフは原点を通る直線 

  ａ＞０のとき グラフは右上が

り 

  ａ＜０のとき グラフは右下が

り 

 

 反比例の ｙ＝ａ/ｘ のグラフ 

 グラフは双曲線 

  ａ＞０のとき グラフは右上と

左下に現れる 

  ａ＜０のとき グラフは左上と

右下に現れる 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
14 

図 削除  ９の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
16 

12～13 修正 

 １の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 次の図６のように、点Ａ、Ｂ、Ｃ

をかき、次の図形をそれぞれかきな

さい。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
17 

8・14 修正 

 ４と５の問題文中の「右の図にお

いて」を「次の図８のような線分Ａ

Ｂをひき」と変更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
17 

19 修正 

 ６の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 次の図９のような、点Ａと直線ｌ

をかき、点Ａを中心として、直線ｌ

に接する円を作図しなさい。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
19 

図 削除  ２の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
20 

5・図 修正  ４の直角三角形の図を省略し、問

題文の「右の図の直角三角形ＡＢＣ」

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

を「∠Ｃ＝90°である直角三角形Ａ

ＢＣ」と変更した。 

 図 削除 

 正四面体・正六面体・正八面体・

正十二面体・正二十面体の見取図を

すべて削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

数学２ 

単元 頁 行 修正事項 修 正 内 容 備   考 

図 形 の

並 べ か

え 

 図 修正 

 ②の図を削除し、③の図を②とし

た。その上で、文章を次のように修

正した。 

 次の図形①は１辺が８cm の正方形

で,その面積は 64cm2 です。 

 これを切り分けて、②のように並

べます。 

 並べかえた図形の面積は 64cm2 に

なるはずです。 

 図２②の面積を計算してみよう。

64cm2 になるかな？ 

編集の具体的方針

（８）①による 

2 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、16行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

2 18 修正 
 分配法則の囲みを、19行目のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

3 12 削除  乗法の右側の式を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

4 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、19行目のあ

とに挿入した 

編集の具体的方針

（５）による 

6 
キャラ

クター 
削除  赤ペン君のセリフを削除した。 

編集の具体的方針

（５）による 

6 図 削除 
 「ちょっと確かめ」の図を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

7 5 削除  樹形図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

まとめて

ふりかえ

ろう 

7 9 修正 

 「ちょっと確かめ」の(1)につい

て、樹形図を削除し、問題文を次の

ように修正した。 

(1) A、B、Cの３人が１列に並ぶと

きの並び方を考えています。続きを

完成させ、並び方が何通りあるか答

えなさい。 

  A － B － C 

  A － C － B 

  B 

   ・・・ 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

9 15～16 修正 

 →を含む一文を次のよう表した。 

 

 どこで学習したのかを示すペー

ジも書いています。 

 

12 図 削除 
 直方体の見取図をすべて削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

12 9～14 修正 

 ２つの囲みの部分をまとめて１

つの（ノート）とし、本文の14行目

のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

12 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを例１のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

13 8 修正 

 囲みの部分を次のように修正し、

例２のあとに挿入した。 

 

  （ノート） 

3xy=3×x×ｙ 

（文字の個数は２つ） 

-5x2y=-5×x×x×y 

（文字の個数は３つ） 

編集の具体的方針

（９）①による 

13 15 修正 

 囲みの部分を次のように修正し、

例３のあとに挿入した。 

 

  （ノート） 

x2 ・・・ 次数2 

-3x ・・・ 次数1 

-5 ・・・ 定数項 

もっとも大きい2が多項式の次数 

編集の具体的方針

（９）①による 

13 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、問３のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

14 3 修正 
 「まとめてふりかえろう１」の指

示を、Qのあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

１章 

 

14 5 修正 

 囲みの部分を次のように修正し、

7行目のあとに挿入した。 

 

  （ノート） 

2xと4xはｘが同じである項 

3yと-yはｙが同じである項 

編集の具体的方針

（９）①による 



 
 

14 16 修正 

 囲みの部分を次のように修正し、

例１(2)のあとに挿入した。 

 

  （ノート） 

3a2+a+4+(-3a)+2a2-1 

3a2と2a2は同類項 

aと-3aは同類項 

編集の具体的方針

（９）①による 

15 3 修正 
 「まとめてふりかえろう２」の指

示を、Qのあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

15 8 修正 

 囲みの部分を、レ下がり括弧では

さみ、例２の文章と式の間に挿入し

た。 

編集の具体的方針

（９）①による 

15 13 修正 

 囲みの部分を、レ下がり括弧では

さみ、例３の文章と式の間に挿入し

た。 

編集の具体的方針

（９）①による 

15 16･24 追加 
 筆算の表記については、式の前に

（筆算）と挿入した。 
 

15 17 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、19

行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

16 10 修正 
 「まとめてふりかえろう３」の指

示を、問３の前に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

16 7 削除  囲みを削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

16 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例５のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

17 12～17 修正 

 ２つの計算方法の前にそれぞれ

次のように書いたあと、計算を書い

た。 

 

 １．通分してから分配法則を利用

する 

 ２．分配法則を利用してから通分

する 

 

17 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例７のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

18 11 修正 
 「確認しよう」を、例１の前に挿

入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 



 
 

19 7 修正 

 囲みを削除し、７行目と８行目の

間に、（６と２、ｂとｂで約分）と

挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

19 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、４行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

19 7 修正 

 囲みを削除し、７行目と８行目の

間に、（６と２、ｂとｂで約分）と

挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

19 15 修正 

 囲みを削除し、15行目と16行目の

間に、（５と５、６と２、ｘとｘ、

ｙとｙで約分）と挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

20 3 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例

５のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

21 2 修正 

 囲みの部分の枠と×印を省略し、

Qのあとに続けて次のように書い

た。 

編集の具体的方針

（９）①による 

21 6 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例

１のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

21 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、（ノート）

のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

22 9 修正 

 ２の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 次の２つの式をたしなさい。ま

た、最初の式からあとの式をひきな

さい。 

 3a+2b-1  a-6b+4 

 

23 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、８行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

23 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、例１のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

23 20 修正 
 囲みの部分を（ヒント）とし、問

２のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

24 5 修正 

 囲みの部分を（ヒント）とし、例

題１の問題文と考え方の間に挿入

した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

24 21 修正 
 囲みの部分を（ヒント）とし、問

３のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 



 
 

26 7～12 修正 
 言葉の式を、それぞれが対応する

等式の次に挿入した。 

編集の具体的方針

（10）による 

26 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例１のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

30 図 削除  円柱の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

30 12 修正 
 文中の□の部分を「枠で囲んだ部

分」と修正した。 
 

34 図 削除  クラスの生徒の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

34 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、例１のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

34 側注 修正 
 10行目のあとに、本文に続けて挿

入した。 
 

35 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問３のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

35 側注 修正 
 10行目のあとに、本文に続けて挿

入した。 
 

35 18 修正 

 囲みの部分をレ下がり括弧では

さみ、17行目と18行目の間に挿入し

た。 

編集の具体的方針

（９）①による 

36 図 修正  花の図を簡略化した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

36 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、Qのあとに

挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

36 15 修正 

 囲みの部分を（確認）とし、17

行目のあとに次のように挿入した。 

 

    （確認） 

  ① Ａ＝Ｂ 

  ② Ｃ＝Ｄ 

  のとき  ③ Ａ－Ｃ＝Ｂ－

Ｄ 

編集の具体的方針

（９）①による 

36 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさみ、23

行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

2 章 

 

37 3 修正 
 「まとめてふりかえろう４」の指

示を、４行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 



 
 

37 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさみ、８

行目と９行目の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

37 10 修正 

 囲みの部分を（確認）とし、13

行目のあとに次のように挿入した。 

 

    （確認） 

  ① Ａ＝Ｂ 

  ② Ｃ＝Ｄ 

  のとき  ③ Ａ＋Ｃ＝Ｂ＋

Ｄ 

編集の具体的方針

（９）①による 

37 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問３のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

38 7 修正 

 囲みの部分を（確認）とし、例２

のあとに次のように挿入した。 

 

    （確認） 

  Ａ＝Ｂのとき 

   Ａ×Ｃ＝Ｂ×Ｃ 

編集の具体的方針

（９）①による 

38 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、（確認）の

あとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

39 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、考え方と解

答の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

40 7 削除  囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

40 側注 修正 
 側注を（ヒント）とし、問８のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

42 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例題２の問

題と解答の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

42 側注 修正 
 側注を（ヒント）とし、問２のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

43 1 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、４

行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

44 絵 削除  職場体験の絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

44 10 修正 
 「問題を解く手順」を、問１のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

45 写真 削除 
 赤れんが郷土館の写真を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

46 図 削除 
 Ａ町からＢ町までの図を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

46 表 修正  表の下の注を、表の前に入れた。 
編集の具体的方針

（８）⑤による 

46 図 修正 

 図を次のように表にした。 

 

表 

    Ａ～Ｃ Ｃ～Ｂ Ａ～Ｂ 

道のり (m) □  □   2000 

速さ（m/min）60  80   －－ 

時間（分） □   □   30 

編集の具体的方針

（８）①による 

46 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、問６のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

47 写真 削除 
 ボランティア活動の写真を削除

した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

47 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、考え方と解

答の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

47 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問７のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

53 削除 削除  九章算術の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

54 図 削除  水そうの見取り図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

56 図 削除  水そうの図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

56 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、問１に挿入

した。 

編集の具体的方針

（５）による 

57 1 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、４

行目のあとに次のように挿入した。 

 

  （ノート） 

 ｙ＝ａｘ＋ｂ の ａｘはｘに

比例する項、ｂは定数項 

編集の具体的方針

（９）①による 
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57 6 修正 
 「まとめてふりかえろう５」の指

示を、６行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 



 
 

58 表 修正 

 次のように。表を１つにし、表の

あとに文章を挿入した。 

 

表５ 

 ｘ ・・・ -3  -2  -1  0   1  2   3   ・・・ 

 ｙ ・・・ -3  -1  1   3   5   7   9   ・・・ 

 

ｘの値が１ずつ増加 

→ｙの値が２ずつ増加 

ｘの値が２ずつ増加 

→ｙの値が□ずつ増加 

ｘの値が３ずつ増加 

→ｙの値が□ずつ増加    

編集の具体的方針

（14）による 

58 10 修正 

 ３つの式を次のように表で表し

た。 

 

表６ 

ｘの増加量  １  ２  ３ 

ｙの増加量  ２  ４  ６ 

変化の割合  ２  ２  ２ 

 

58 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、１０行目の

あとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

58 11 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、12

行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

59 表 修正 

 表を次のように差し替えた。 

 

    (ノート）  

ｘ －１ → ３ （増加量４） 

ｙ  ７ → －１（増加量－８） 

編集の具体的方針

（14）による 

60 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、表７のあと

に挿入し、そのあと、黄ペン君のセ

リフを、次のように修正し図６の前

に挿入した。 

 

「図６のように、右に１、上に２移

動して点をうってもいいね。」 

編集の具体的方針

（５）による 

60 2 修正 
 「まとめてふりかえろう６」の指

示を、２行目の前に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 



 
 

61 表 修正 

 表の右側の矢印を、次のような文

章に修正し、表の下に挿入した。 

 

Ｘ → ｙ＝２ｘ は２倍する。 

ｙ＝２ｘ → ｙ＝２ｘ＋３ は

３を足す。 

編集の具体的方針

（14）による 

61 図 修正 

 ｙ＝２ｘ と ｙ＝２ｘ＋３ 

のグラフの関係を表す図を、次のよ

うに２つの図に分けて表した。 

(1) それぞれの直線上の点のみを

しるし、いつも３だけ大きくなって

いることを表した図 

(2)  ｙ＝２ｘ と ｙ＝２ｘ＋３ 

のグラフ 

編集の具体的方針

（８）①による 

62 図 修正  図中の「切片」の言葉を省略した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

63 図 修正  図中の方眼を省略した。 
編集の具体的方針

（８）③による 

63 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、９行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

63 図 削除  坂道の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

64 2 削除  囲みを削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

64 12 図  表と式とグラフの関係を次のよ

うに表した。 

 

  (表） 

表９ 

ｘ ・・・ －２ －１ ０  １  ２ ・・・ 

ｙ ・・・ －１ １   ３  ５  ７ ・・・ 

 

（あ）ｘの値が１増加したときのｙ

の増加量（変化の割合） ２ 

（い）ｘ＝０のときのｙの値 ３  

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

（あ）ｘの係数 ２ 

（い）定数項 ３ 

 

  （グラフ） （図１５） 

（あ）ｘが１進むとｙは２上が

る・・・傾き２ 

（い）グラフとｙ軸との交点のｙ座

標・・・切片３ 

65 図 修正  例１の図の矢印の矢を省略した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

67 8～15 修正 

 例１の文章を次のように修正し

た。 

 

 グラフが次の図19の直線になる1

次関数ｙ＝ａｘ＋ｂを求めてみよ

う。 

 点（０，-1）を通るから、切片ｂ

は-1である。 

 また、グラフでは、右へ３進むと、

上へ２だけ進むから、傾きａは2/3

である。 

 よって、求める式はｙ＝2/3ｘ－

１ 

 

67 図 修正  例１の図の矢印の矢を省略した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

68 図 修正 
 例題１の図の矢印の矢を省略し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

69 図 修正 
 例題２の解答１の図の矢印の矢

を省略した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

69 側注 修正 
 側注を（確認）とし、解答２のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

71 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、表のあとに

挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

72 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、14行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

74 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさみ、Q

のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 



 
 

75 側注 修正 
 側注を（確認）とし、解答のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

77 図 修正 

 明さんの図と、それぞれの地点の

図を削除し、Ａ～Ｄの地点の場所名

と標高と気温を次のように表した。 

 

Ａ 学校の前 ２００ｍ ２７℃ 

Ｂ 公園 ５００ｍ ２５℃ 

Ｃ レストラン １０００ｍ ２

２℃ 

Ｄ 展望台 １８００ｍ １７℃ 

編集の具体的方針

（８）①による 

77 図 修正 

 方眼用紙の目盛りについては、ｘ

軸は原則500刻みとし、200と1800

の目盛りを加えたものとし、ｙ軸は

５刻みとした。 

編集の具体的方針

（８）③による 

77 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさみ、問

１のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

78 図 削除  郵便局の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

78 図 修正 

 グラフの方眼を省略し、傾きが変

わる点のみをｘ軸とｙ軸におろす

線を入れた。 

編集の具体的方針

（８）③による 

79 図 削除  ダイヤグラムを削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

79 図 修正 

 グラフの方眼を省略し30分刻み

の縦線と、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの位置を

表す横線のみを入れた。 

編集の具体的方針

（８）③による 

79 13～14 修正 

 問３（1）の問題文を次のように

修正した。 

 

 （1） グラフから、午前8時にＡ

駅を出発した普通列車は午前8時30

分にＢ駅に到着し、午前8時45分に

Ａ駅を出発した快速列車は午前9時

35分にＤ駅に到着することが分か

ります。 

普通列車、快速列車の速さは、それ

ぞれ時速何ｋｍか求めなさい。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

79 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、問３のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

80 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、例題１の問

題と解答の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

80 24 修正 

 問４の最後の一文を、「また、そ

のグラフはどのようになります

か。」と変更した。 

 

81 図 削除  線香の図と方眼を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①③による 

85 表 修正 

 表を次のように修正した。 

 

  1ヶ月の利用料金 

 プランA 

基本料金が2200円 

1分利用するごとに3円ずつかかる。 

 プランB 

基本料金が5時間までは1000円 

以後1分利用するごとに10円ずつか

かる。 

編集の具体的方針

（14）による 

86 図・写真 修正 

 写真を削除し、86 ページの図の竹

刀の部分だけをア．87 ページの上の

図の竹刀の部分だけをイ．とし、図

の説明を次のように挿入した。 

 

 ア．向かい合って竹刀の先が交差

している状態 

 イ．お互いに「メン」を打ち合っ

ている状態 

編集の具体的方針

（８）①による 

87 図 修正 

 87ページの下の図の竹刀の部分

だけを描き、図の説明を次のように

挿入した。 

 

 左の人が「メン」を打っている状

態 

編集の具体的方針

（８）①による 

88 図 削除 
 時計の図と２直線をひくための

エリアを削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 
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88 図 削除 
 ∠a＝∠cであることを示す図を

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

88 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、問１のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

89 図 削除 
 対頂角が等しいことを表す図を

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

89 図 修正 
 青ペン君のセリフを、図の中に挿

入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

90 4・図 修正 

 問4の平行線の図に直線ｎを追加

し、Ｑの文章を次のように修正し

た。 

 

 次の図７で、直線ｌとｍは平行

で、ｌ、ｍに交わる直線ｎをひきま

した。このときにできた同位角の大

きさの間には、どんな関係があるで

しょうか。 

編集の具体的方針

（８）①による 

90 11～12 修正 

 11～12行目の本文を、次のように

修正した。 

 また、平行線をひくときは、次の

図８のように、三角定規を使って同

位角が等しくなるようにかけばよ

い。 

編集の具体的方針

（８）①による 

91 図 削除 
 平行線の性質、平行線になる条件

を表す図を削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

92 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

19行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

93 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

14行目と15行目の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

94 図 削除 
 三角形の内角と外角の性質を表

す図を削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

95 図 修正 
 分度器の写真を削除し、鋭角、直

角、鈍角の図のみとした。 

編集の具体的方針

（８）①による 

96 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

5行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

96 図 修正  ｎ角形の図を簡略化した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

97 側注 修正 
 例1の側注を、例1のあとに1行あ

けて、本文と同じように挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 



 
 

97 側注 修正 
 Ｑの側注を、レ下がり括弧ではさ

んで、14行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

97 図 削除  五角形の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

98 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、６行目と７

行目の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

100 側注 修正 

 側注をレ下がり括弧ではさんで、

４行目のあとに挿入した。そのあと

に、「まとめてふりかえろう７」の

指示を、図38の前に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

100 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、８行目と９

行目の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

100 15 追加 

 15行目のあとに、次の文を挿入し

た。 

 （注）墨字では、合同の記号＝＝

を≡とかく。 

編集の具体的方針

（13）による 

102 図 修正 
 Ｑに対する図を△ＡＢＣのみと

した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

102 8～9 修正 

 コンパスで三角形を作図する図

を次の３つに分け、８行目～９行目

の文章をあとのように修正した。 

 （1） 5cmの線分のみの図 

 （２） コンパスで印をつけ、4cm

と3cmの長さの線分を描いた図 

 （３） 三角形の完成図 

 図44（１）のように、まず、長さ

５ｃｍの線分をかき、４ｃｍ、３ｃ

ｍの長さの線分を図44（２）のよう

に決めると、図44（３）のように三

角形は１通りに決まる。 

編集の具体的方針

（８）①による 

103 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問２のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

103 23 修正 

 注意の文章を、次のように修正し

た。 

 

 三角形の合同条件において、たと

えば、「３辺」は「３辺の長さ」を

表している。 

 



 
 

104 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問４の問題

文のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

105 3 修正 

 １の問題文を次のように修正し

た。 

 

 次の図において、五角形ABCDEと

合同な五角形FGHIJとPQRSTを完成

させるために、残りの頂点に印をつ

けなさい。 

編集の具体的方針

（６）による 

106 3 修正 

 Qの文章を、次のように修正し、

Ｑの図を線分ＡＢのみの図と、ＣＤ

を引いてＡＤ、ＢＣを結んだ図の２

つに分けた。 

 

 次の図51に、点Pで交わる線分CD

をAP=CP、BP=DPとなるようにひき、

AとD、BとCをそれぞれ結んだとこ

ろ、図52のようになりました。線分

の長さについて、わかっているこ

と、成り立つと予想されることを、

書き出してみましょう。 

編集の具体的方針

（８）①による 

106 図 削除  説明の横の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

106 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、説明のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

107 16～22 修正 

 囲みの中の文章を次のように修

正した。 

 「根拠となることがら」→成り立

つこと 

ＡＰ＝ＣＰ ＤＰ＝ＢＰ（仮定） 

 「対頂角は等しい」→∠ＡＰＤ＝

∠ＣＰＢ 

 「２辺とその間の角がそれぞれ等

しい」→△ＡＰＤ≡△ＣＢＰ 

 「合同な図形では対応する辺の長

さは等しい」→ＡＤ＝ＣＢ（結論） 

編集の具体的方針

（８）①による 

根拠となることが

らと成り立つこと

の対応を生徒一人

で理解することは

難しいので、指導者

の説明のもと理解

できるようにする

必要がある。 

107 側注 修正 
 側注を（ノート）とし、25行目の

あとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 



 
 

108 図 修正 
 例題１の図中の等しいマークを

省略し、ＥＣ、ＤＣを点線とした。 

編集の具体的方針

（８）①による 

108 側注 修正 

 ２つ目の側注をレ下がり括弧で

はさんで、冒頭を「２．では・・・」

として、25行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

109 図 修正 

 問４の手順の説明を挿入し、図は

手順①のみの図と完成図の２つに

分けた。 

編集の具体的方針

（８）①による 

109 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、５行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

110

～

111 

図 削除 
 「証明でよく使う性質」の図をす

べて削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

112 17～23 修正 

 ３の問題を、次のように修正し

た。 

 

 三角形の合同条件を３つかきな

さい。 

 

114 図 修正 

 ２の問題の図を、次のように２つ

に分けた。 

 １．長方形ＡＢＣＤ 

 ２．原本の図 

編集の具体的方針

（８）①による 

115 2 修正 

 ２行目の文章を、次のように修正

した。 

 

 図６５（ア）のような六角形と鉛

筆があります。（イ）のように六角

形の辺にそって鉛筆を回したとき、

この鉛筆は何回転するでしょうか。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

115 3～5、図 修正 

 次のように手順を文章で表した

あと、次の２つの図を挿入した。ま

た、図の始めに、鉛筆の凡例を挿入

した。 

 

① 辺AFにあわせて、鉛筆XYを、A

とXが重なるように置く。 

② Xを中心に、∠Aの内角の分だけ

鉛筆XYを回す（鉛筆XYは辺AB上にあ

る）。 

③ 鉛筆XYを辺ABに沿って、XがB

に重なるまで平行移動する（鉛筆XY

は辺ABの延長線上にある）。 

④ Xを中心に、∠Bの対頂角の分だ

け鉛筆XYを回す（鉛筆XYは辺CBの延

長線上にある）。 

⑤ 鉛筆XYを辺BCに沿って、XがC

に重なるまで平行移動する（鉛筆XY

は辺CB上にある）。 

以後、頂点C,D,E,F,において、同様

の操作を繰り返す。 

 

 図（ア） 鉛筆のはじめの位置 

 図（イ） 鉛筆の移動の位置 

編集の具体的方針

（８）①による 

115 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、６行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

116 図 追加 
 折り返していない紙テープの図を

追加した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

119 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、19行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

120 側注 修正 
 側注を（注）とし、10行目のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

120 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、15行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

5 章 

 

121 図 修正 
 例題２の図を、仮定を表す図と結

論を表す図に分けた。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

122 9 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、11

行目のあとに次のように挿入した。 

  （ノート） 

 「・・・ならば～」の逆は「～な

らば・・・」 

 「～ならば・・・」の逆は「・・・

ならば～」 

編集の具体的方針

（９）①による 

122 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

19行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

122 
キャラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、23行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

123 側注 修正 
 側注を（確認）とし、４行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

123 図 修正 
 例題１の図を、仮定を表す図と結

論を表す図に分けた。 

編集の具体的方針

（８）①による 

124 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

11行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

128 12 追加 

 12行目のあとに、次の文を挿入し

た。 

 

 （注）墨字では、平行四辺形の記

号、 ；を//とかく。 

編集の具体的方針

（13）による 

130 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問５のあと

に次のように挿入した。 

 

 「仮定から等しいとわかる図の辺

や角に、印をつけてみよう。」 

編集の具体的方針

（５）による 

131 2 修正 

 Ｑの文章を、次のように修正し

た。 

 

 次の図39で、点Ｄをとり、平行四

辺形ＡＢＣＤとなるように、点Ｄの

位置を考えてみましょう。・・・ 

編集の具体的方針

（８）①による 

131 図 修正 
 平行四辺形の定義を表す図を、仮

定の図と結論の図に分けた。 

編集の具体的方針

（８）①による 

132 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例題１のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 



133 図 削除  問４の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

133 図 削除 
 「平行四辺形になる条件」の図を

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

134 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例題２のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

135 
キャラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、22行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

136 
キャラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問３のあと

に次のように挿入した。 

 

 「図52のように、線分ＡＭを２倍

にのばして考えてみよう。」 

編集の具体的方針

（５）による 

137 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

11行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

137 図 削除  定理の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

139 図 修正 

 ２の図を次のように表した。 

 

 

 

 

 

 四角形に条件１．をつけると台形 

 

 

 

 

 台形に条件２．をつけると平行四

辺形 

 

 

 

 平行四辺形に条件３．をつけると

長方形 

 

 

 

編集の具体的方針

（８）①による Ｄ 
Ａ 

四角形 

Ｃ Ｂ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ 

台形 

 

 平行四辺形 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ

 
長方形 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ 

 
 



 
 

 

 平行四辺形に条件４．をつけると

ひし形 

 

 

 

 

 長方形に条件５．をつけると正方

形 

  ひし形に条件６．をつけると正方

形 

 

 

 

 

 

 ひし形 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

 
Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ 

正方形 

7～11 修正 

２の問題文を次のように修正した。 

 

 直角三角形の合同条件を２つかき

なさい。 

 140 

142 24 修正 

 ４の問題の「その直線を左の図に

かきなさい」を「その直線の引き方

を説明しなさい」に変更した。 

編集の具体的方針

（６）による 

143 図 修正 

 正四面体と正四角錐の見取り図

を、上から見た図と前から見た図で

表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

143 図 修正 
 正四角錐ＡＢＣＤＥの見取り図

を、上から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

143 図 修正 

 証明の図を、Ａと底面の対角線Ｂ

Ｄを通る面で切ったときの断面図で

表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

6章 
144 写真 削除  将棋盤の写真を削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

144 写真 削除 
 表に立ったこまと、裏に立ったこ

まの写真は削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

 

144 写真 修正 

 ５を表すこまと、10 を表すこまの

写真は、次のように２つに分け、図

で表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

（１） 横に立ったこま（５を表す）

（２） 縦に立ったこま（10 を表す） 

 

145 囲み、表
修正、削

除 

 １つめの囲みの中の文章を次のよ

うに修正し、２つめの表を削除した。 

 

 実際に何回かこまを投げて、表を

作ってみましょう。 

編集の具体的方針

（６）による 

146 写真 削除 
 ペットボトルのキャップの写真を

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

146 側注 修正 
 側注を青ペン君のセリフとし、17

行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

147 写真 削除  新生児の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

147 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問２のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

 

148 写真 削除  さいころの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

 
148 側注 修正 

 側注を青ペン君のセリフとし、表

と問１の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

 
149 

キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、４行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

149 絵 削除 
 さいころを振っている絵を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

149 17、側注 修正 

 側注の「確率」の英単語を、17 行

目の本文に次のように挿入した。 

 

 A の起こる確率（propability）ｐ

は ・・・ 

編集の具体的方針

（９）③による 

149 写真 削除  500 円玉の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

150 写真 削除  さいころの目の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

150 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

７行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

150 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、問３のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

 

150 図 削除  問４の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

150 写真 削除  さいころの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

151 写真 削除  500 円玉の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

151 
キ ャ ラ

クター 
修正  

 赤ペン君のセリフを、次のように

修正し、Qのあとに挿入した。 

 

 赤ペン君「表と表、表と裏、裏と

裏の３通りあるから、確率は 1/3？」 

編集の具体的方針

（５）による 

151 15 追加 

 15 行目のあとに、次の文を挿入し

た。 

 

 （注）点字では、樹形図をかくと

きに、次のように書いてもよい。 

  A     B 

 （お）－－（お） 

       （う） 

 （う）－－（お） 

       （う） 

編集の具体的方針

（13）による 

152 写真 削除  さいころの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

152 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、問１のあと

に挿入し、そのあとに途中までの樹

形図を点字での書き方で挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

153 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、２行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

153 写真 削除  さいころの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

153 側注 修正 

 問２(２)の側注をレ下がり括弧で

はさんで、(２)の設問に続けて挿入

した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

153 側注、図 削除  問３の側注と図を削除した。 

編集の具体的方針

（８）①（９）③に

よる 

154 図 削除  例題２の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

 

154 図 修正 
 例題２の樹形図は、点字での書き

方で表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

154 図 削除  問５の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

155 絵 削除  くじの絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

155 
11～12、

図 
修正 

 11～12 行目の本文を次のように修

正し、樹形図は点字での書き方で 12

行目のあとに挿入した。 

 

 A、B の順でくじを引くとするとき、

すべての引き方を樹形図で表すと次

のようになる。 

編集の具体的方針

（８）①による 

156 写真 削除  さいころの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

156 12 修正 

 12 行目の式の下についている吹き

出しを式の中に入れ、12 行目の式を

次のように修正した。 

 

 （６の目が出る確率 1/6）＋（６

の目が出ない確率 5/6）＝１ 

編集の具体的方針

（10）による 

156 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

17 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

156 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、問７のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

157 写真 削除 
 正二十面体のさいころの写真を削

除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

157 写真 削除 
 くじ引きの装置の写真を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

158 17～19 修正 

 ３(１)の設問文を次のように修正

した。 

 

 次の表６は、２個のさいころの出

る目の和についてまとめた表です。

表を完成させなさい。 

編集の具体的方針

（６）による 

159 写真 削除  ボタンの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

 

159 絵 削除 
 じゃんけんをしている絵を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

160 写真 削除  リレーの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

 

160 7 修正 

 ２の問題の設問文を次のように修

正した。 

 

 ３，４，５，６，７，８の数を１

つずつ書いた６枚のカードから同時

に２枚を引いて組をつくるとき、次

の問いに答えなさい。 

編集の具体的方針

（８）①による 

162 写真 削除  温度計の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

163 写真 削除  つるとかめの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

166 図 修正 
 ２つ目の図の中の？を、空欄記号

に変更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

166 図 修正 
 ３つ目の図の中の平行マークを省

略した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

167 図 修正 
 星形と鉛筆の動きだけの図とし

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

169 
絵、図、

写真 
削除 

 本の絵、鉛筆の写真、三角柱と円

柱の図、青ペン君のイメージ図を削

除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

170 写真 削除  野球場の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

数学の

音 

170 表 修正 

 ２つの表にそれぞれ、「３チームに

よる総当たり方式」、「４チームによ

る総当たり方式」とタイトルをつけ

た。 

 



 
 

170 13～17 修正 

 樹形図も含めて、13～17 行目の文

章を次のように修正した。 

 

 各チームとも自分自身以外のすべ

てのチームと対戦するため、試合の

総数は次のようになります。 

  ３チームの場合 

 Ａ－－Ｂ 

     Ｃ 

 Ｂ－－Ａ 

     Ｃ 

 Ｃ－－Ａ 

     Ｂ 

  ３×２＝６（試合） 

  ４チームの場合 

 Ａ－－Ｂ 

     Ｃ 

     Ｄ 

 Ｂ－－Ａ 

     Ｃ 

     Ｄ 

 Ｃ－－Ａ 

     Ｂ 

     Ｄ 

 Ｄ－－Ａ 

     Ｂ 

     Ｃ 

  ４×２＝８（試合） 

編集の具体的方針

（８）①による 

171 10 修正 

 10 行目の文章を次のように修正

し、５チームの場合の組み合わせを

書く欄を削除した。 

 

 ５チームによるトーナメントの組

み合わせを考えてみましょう。また、

試合の総数をいいましょう。 

編集の具体的方針

（８）①による 

173 図 修正 

 第３章の問題Ａの２の解答の図

を、(１)(２)の図と、(３)～(５)の

図に２つに分けて表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

173 図 修正 

 第３章の問題Ｂの３の解答の図

を、方眼を省略し、（２，４）（６，

７）（10，10）にのみ引き出し線を入

れた。 

編集の具体的方針

（８）①⑥による 

チャレ
ンジ編
4 

6 修正 
 囲みの部分を（例）とし、考え方

と解答の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

チャレ
ンジ編
12 

図 削除  考え方の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
13 

図 削除 
 「基本のまとめ」の中の図をすべ

て削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
17 

26 修正 
 ６の問題文中の「色のついた」を

「点でうめた」に変更した。 
 

チャレ
ンジ編
19 

写真 削除  王冠の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
20 

図 削除  ４の問題の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

  削除 
 「斜面の傾き」を紹介するページ

を削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チ ャ レ

ンジ編 

  削除 
 「平行四辺形」を紹介するページ

を削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

数学３ 

単元 頁 行 修正事

項 

修 正 内 容 備   考 

コ ン ピ

ュ ー タ

の 画 面

と数学 

   「コンピューターの画面と数学」

のページは 5 行目までを、「コンピュ

ーターの画面と数学(1)」として第 5

章の巻に挿入し、それ以降を、「コン

ピューターの画面と数学(2)」として

第 7章の巻に挿入した。 

 また、前半については、次のよう

に文章を修正し、図はｙ＝aｘ2の放物

線のみとした。 

 

 次の放物線は、同じコンピュータ

ーの画面を表しています。２つの図

は、表示倍率を変えています。画面

に表示されているものの形は同じで

すが、大きさが異なっていることが

わかります。 

 この巻では、形は同じで大きさが

異なる図形の性質について学びまし

た。 

 

2 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、15 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

3 7 修正 
 ７行目と８行目の間に、（30 と１、

ｂとｂで約分）と挿入した。 

編集の具体的方針

（10）による 

4 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、13 行目と 14

行目の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

6～7 図 削除 
 「三角形の合同条件」と「証明で

よく使う性質」の図を削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

まとめ

てふり

かえろ

う 

6 12 修正 

 「２つの三角形は」を「２つの三

角形△ＡＢＣと△Ａ'Ｂ'Ｃ'は」と変

更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

1章 
11 1 修正 

「前ページの計算」を「前の先生の

計算」とした。 



 
 

11 2 修正  囲みの部分を、次のように表した。 

 普通の計算 

      18 

   × 13 

 ----------- 

      54 ・・・ 18×３ 

     18 ・・・ 18×10 

 ----------- 

     234 

  先生の計算 

      18 

   × 13 

 ----------- 

      24 ・・・ ８×３ 

      30 ・・・ 10×３ 

     180 ・・・ 18×10 

 ----------- 

     234 

（確認） 10×３＋18×10＝（18＋

３)×10 

編集の具体的方針

（８）①による 

12 7・13 削除  囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

12 9 修正 
 「まとめてふりかえろう１」の指

示を、８行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

13 2 修正 
 「まとめてふりかえろう２」の指

示を、３行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

13 18 修正 
 「まとめてふりかえろう３」の指

示を、16 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

14 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、10 行目と 11

行目の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

14 21・図 修正 

 展開を表す式の中にかかれていた

数字を削除し、矢印で説明されてい

た箇所を、次のように文章化した。 

 また、その横にある図中の数字は、

単項式の項に修正した。 

 (a+b)(c+d)=ab+ad+bc+bd 

 多項式の積と展開すると、単項式

の和になる。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

15 2 削除  囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

16 7～8 修正 

 矢印を用いて説明している部分

を、次のように文章化し、公式のあ

とに挿入した。 

 

 （右辺のｘの係数 a+b は、左辺の a

と hを加えたもの、 

  右辺の定数項 ab は、左辺の aと

h をかけたもの。） 

編集の具体的方針

（８）①による 

16 10 削除  囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

16 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

例２のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

17 11～13 修正 

矢印を用いて説明している部分を、

次のように文章化し、公式３のあと

に挿入した。 

 

 （右辺のｘの係数 2a は、左辺の a

を２倍したもの、 

  右辺の定数項 a2 は、左辺の aを

２乗したもの。） 

編集の具体的方針

（８）①による 

17 15 削除  囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

17 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

例４のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

18 図 修正 

 （x+a)(x-a）の展開を表す図の矢

印を省略し、青で塗られた部分を裏

の点で埋めた。また、下の図で一辺

が a の正方形の位置を、右下にくる

ようにした。 

編集の具体的方針

（８）①による 

18 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

例５のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

19 6 修正 

 囲みの部分を（確認）とし、その

中の矢印の部分を「2ｘを Mとおくと」

と言葉で置き換えた。 

編集の具体的方針

（９）①による 

19 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例題１の問

題文と解答の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 



 
 

21 3～11 修正 

 Q の文章を次のように修正し、図８

としてア.～ウ.の図を、図９として

完成した長方形の図を表した。 

 

 次の図 8 のような正方形と長方形

があります。 

 ア. 1 辺がｘの長方形 

 イ. 1 辺がｘで他方の辺が 1 の長

方形 

 ウ. 1 辺が 1の正方形 

ア.の長方形を 1個、イ.の長方形を 3

個、ウ.の正方形を 2 個すきまなく並

べると、図 9 のような長方形ができ

ます。このとき、つくった長方形の

縦と横の長さはいくらになるでしょ

うか。 

編集の具体的方針

（８）①による 

21 
キ ャ ラ

クター 
削除  赤ペン君のセリフを削除した。 

編集の具体的方針

（５）による 

22 3 修正 

 囲みの部分を「ノート」とし、次

のように表した。 

 

  （ノート） 

 (x+1)(x+2) を展開すると x2+3x+2 

になる。 

 x2+3x+2 を 因 数 分 解 す る と 

(x+1)(x+2) になる。 

編集の具体的方針

（９）①による 

22 7 修正 
 右の矢印部分をレ下がり括弧では

さんで、枠の式のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（10）による 

23 10 修正 
 右の矢印部分をレ下がり括弧では

さんで、10 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（10）による 

23 10 修正  囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

24 15 修正 

 囲みの部分を削除し、18 行目のあ

とに、（公式２で、a が 3 の場合）と

挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

24 20 修正 

 囲みの部分を削除し、21 行目のあ

とに、（公式３で、a が 6 の場合）と

挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 



 
 

24 6 修正 

 囲みの部分を削除し、７行目のあ

とに、（公式４で、a が 5 の場合）と

挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

25 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、問６のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

26 6 修正 

 囲みの部分を（確認）とし、その

中の矢印の部分を「3ｘをｘ、4 を a

とみると」と言葉で置き換えた。 

編集の具体的方針

（９）①による 

26 9 修正 

 囲みの部分を（確認）とし、その

中の矢印の部分を「2ｘをｘ、3ｙを a

とみると」と言葉で置き換えた。 

編集の具体的方針

（９）①による 

29 3 修正 
 囲みの部分の囲みを省略し、５行

目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

29 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、例題２のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

29 20 修正 
 囲みの部分を（ヒント)とし、21 行

目と 22 行目の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

31 18～21 修正 

 筆算の部分を次のように変更し、

②の説明のあとに挿入した。 

 

  例１ 

 62×68＝4216 

（下２桁は２×８＝16、その上の２

桁は６×（６＋１）＝42） 

  例２ 

 27×23＝621 

（下２桁は７×３＝２１、その上の

２桁は２×（２＋１）＝６） 

編集の具体的方針

（10）による 

32 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

８行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

32 12 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、15

行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

32 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、（ノート）の

あとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

33 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例２のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 



33 9 追加 

 例３のあとに、次の文章を追加し

た。 

 

(注）墨字では次のように計算する

が、点字では右側のようにしてもよ

い。 

 2 ）84    84 2 

 2 ）42    42 2 

 3 ）21    21 3 

  7    ７ 

編集の具体的方針

（13）による 

33 写真 削除  17 年ゼミの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

37 3～9 修正 

 文章中の「斜線をひいて」と「○

をつけて」をすべて削除し、１の上

に書かれている斜線と２を囲んでい

る○印を省略した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

37 写真 削除  ふるいの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

39  修正 

 先生のセリフを次のように修正し

た。 

 「図 3 のように点Ｃを中心にＣＢ

を半径とする円をかくと、正方形の 1

辺の長さは 2ｃｍより長くて 3ｃｍよ

り短いとわかるね。」 

編集の具体的方針

（８）①による 

40 4～7 修正 

 色のついた正方形を正方形ＡＢＣ

Ｄとし、図中にも記号を入れた。ま

た、図の辺の長さを実寸にすると小

さいので、5 倍の大きさとした。その

ため、Ｑの文章の最後の一文を次の

ように修正した。 

 

 もとの正方形の 1 辺の長さに注意

して、実際に測って、調べてみまし

ょう。 

編集の具体的方針

（８）①による 

2章 

40 10
削除・修

正 

 囲みの部分を削除し、平方が 2 乗

と同じ意味であることを示すため

に、本文中の 2乗のあとに(平方）を

挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

 
 



41 12 追加 

12 行目のあとに、次の文章を追加し

た。 

 

 (注）墨字では、      のように √ 

の中に数や文字をかく。 

編集の具体的方針

（13）による 

41 17 修正 

 囲みの部分を次のように文章化し、

例２と注意の間に挿入した。 

 

    （ノート） 

     や       を 2 乗（平方）する

と 5 

 5 の平方根は         ， 

  

編集の具体的方針

（９）①による 

41 22 追加 

 22 行目のあとに、次の文章を追加

した。 

 

 (注）墨字では、プラスの記号＋の

下に、マイナスの記号-を書いて、一

つの記号とし、±とかく。 

編集の具体的方針

（13）による 

42 1   囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

42 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例３の（1）

と（2）の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

44 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、18 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

44 写真 削除  電卓の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

45 2 修正 
 囲みの部分を、７行目のあとに挿

入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

45 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

13 行目と 14 行目の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

46 2～8 
削除・修

正 

 割り算の筆算を削除し６～８行目

のの文章を次のように修正した。 

 計算をして、□にあてはまる数を

考えてみましょう。④の小数は、①、

②、③の小数とどんなところが同じ

で、どんなところがちがうでしょう

か。 

 

 
 



 
 

46 12～13 
修正・追

加 

 12～13 行目の文章を、次のように

修正および追加した。 

 

 循環小数は、循環する部分がわか

るように、循環する部分の数字の前

に「・」をつけ、終わりの数字まで

書いて、そのあとの数字は省略して

表します。 

 （注）墨字では、循環する数字、

または循環する部分のはじめと終わ

りの数字の上に点をつけています。 

編集の具体的方針

（13）による 

46 17 修正 

 筆算を次のように修正し、18 行目

のあとに挿入した。 

 

   （確認） 

 100ｘ=327.2727・・・・ 

    ｘ= 3.2727・・・・ 

上の式から下の式をひくと 

 99ｘ=324 

（小数点第１位以下の 2727・・・・

が同じ） 

 

47 3～6 修正 

 下線部を「  」とし、問題文を

次のように修正した。 

 平方根について述べた次の文に

は、誤りがあります。「  」ではさ

んだ部分をなおして、正しい文にし

なさい。 

 

48 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、Ｑのあとに

挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

48 3 追加 

 赤ペン君のセリフのあとに、次の

文章を追加した。 

 

 (注）、よ(＃2 か＃3） のように

根号の中に２つ以上の数や文字が含

まれるときには、その部分をかっこ

ではさむ。 

編集の具体的方針

（５）（13）による 

48 12 修正 
 囲みの部分をレ下がり括弧ではさ

んで、15 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 



 
 

49 14 修正 
 囲みの部分をレ下がり括弧ではさ

んで、例２のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

50 4 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、例

３のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

50 10 修正 

 囲みの部分を次のように修正し、

例４のあとに挿入した。 

 

  （確認） 

108 の素因数分解 

 108   2 

    54   2 

    27   3 

     9   3 

     3 

108=22×33 

   =(2×3)×(2×3)×3 

     =6×6×3 

編集の具体的方針

（９）①による 

51 5 修正 
 囲みの部分を（確認）とし、例６

のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

51 16～18 修正 

 式変形の説明において、複数行を

同時に説明しているため、16 行目と

17 行目の間には（根号の中を素因数

分解する）、17 行目と 18 行目の間に

は（a2b の形にする）と二つに分けて、

式変形の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（10）による 

53 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例 10 のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

54 8 修正 
 囲みの部分を（ノート）とし、○、

△、□をそれぞれ a,b,c と修正した。 

編集の具体的方針

（９）①、（11）によ

る 

54 16 修正 

 囲みの部分をレ下がり括弧ではさ

んで、16 行目と 17 行目の間に挿入し

た。 

編集の具体的方針

（９）①による 

54 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、20 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

55 4 修正 
 囲みの部分を（確認）とし、例３

のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 



 
 

55 13 修正 
 囲みの部分を（確認）とし、例４

のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

56 5 削除  囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

56 9 修正 

 囲みの部分を式のみを、レ下がり

括弧ではさんで、９行目と 10 行目の

間に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

56 17 修正 囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

57 6 修正 

 囲みの部分を（確認）とし、その

中の矢印の部分を「   をｘとみ

ると」と言葉で置き換えた。 

編集の具体的方針

（９）①による 

57 4 修正 
 「確認しよう」は（確認）のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

59 8～15 修正 

 紙の折り方を示す 2つの図に（１）

（２）と番号をつけた。 

（１）については、折り目を明確に

示すために「線分ＡＢが線分ＡＤ上

に重なるように折る」という説明に

「（ＡＥが折り目になる）の一文を加

えた。 

（２）についても、折り目の線をＡ

Ｆとして、「線分ＡＥが線分ＡＤ上に

重なるように折る」という説明に

「（ＡＦが折り目になる）の一文を加

えた。 

編集の具体的方針

（８）①による 

63 図 削除 

 数の分類を表す図を削除し、本文

中にある同じ内容の図の番号を入れ

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

63 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを７行目と８行

目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

63 側注 修正 
 側注を（確認）とし、12 行目と 13

行目の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

66 表 修正  問２の表の縦と横を入れ替えた。 
編集の具体的方針

（14）による 

66 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、19 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

3章 

67 7 修正 囲みの部分を（ノート）とし、12 行 編集の具体的方針



 
 

目のあとに次のように挿入した。 

 

  （ノート） 

 x2＝ｋ 

（ｘはｋの平方根） 

ｘ＝± 

（９）①による 

68 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、３行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

68 20～21 修正 

 Q の文章を、次のように修正した。 

 次の（あ）と（い）にあてはまる

数を求めてみましょう。（図４） 

  x2＋６ｘ＋（あ）＝（い） 

編集の具体的方針

（11）による 

68 図 修正 

 図の中の＋と＝は省略し、左の図

から①、②、③とし、①と②を縦に

対応させ、次ページに③を入れた。 

編集の具体的方針

（８）①による 

69 1・6 修正  ○はｍに、△はｋに変更した。 
編集の具体的方針

（11）による 

69 5 修正 

 囲みの部分を（ノート）とし、11

行目のあとに次のように表した。 

 

  （ノート） 

 ｘ2＋６ｘ＝４ 

 ｘの係数は６ 

 その半分は３ 

 それを２乗すると３2 

  これを両辺に加える 

  ｘ2＋６ｘ＋３2＝４＋３2 

編集の具体的方針

（９）①による 

70 4～15 修正 

 左の式変形をすべて記したあと

に、右の式変形を記した。５行目、

８行目、11 行目に入っている説明は、

それそれの式変形の該当箇所に、レ

下がり括弧ではさんで挿入した。 

 また、右の式変形の 12 行目から 13

行目に矢印で入っている言葉につい

ては、12 行目と 13 行目の間に、レ下

がり括弧ではさんで挿入した。 

編集の具体的方針

（10）による 

72 3 修正 
 黄ペン君のセリフを、２行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 



 
 

73 1～5 修正 

 Ｑの文章と囲みの部分を、次のよ

うに修正した。 

 

 次のようにして、方程式 ｘ2－６ｘ

＝０ を解きました。 

   ｘ2－６ｘ＝０  

   ｘ2＝６ｘ 

 両辺をｘでわって 

  ｘ＝６ 

この解き方は正しいといえるでしょ

うか。方程式の左辺を因数分解して

解き、結果を比べてみましょう。 

編集の具体的方針

（９）①による 

73 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、22 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

75 6～16 修正 
 「問題を解く手順」は、例題１の

解答のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

76 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、例題２の解

答のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

78 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、24 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

79 6 修正  ○はｍに、△はｋに変更した。 
編集の具体的方針

（11）による 

82 3 修正 
 ３行目の「下の図のように」を「表

１と図１のように」と変更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

82 図 修正 

 坂道を下る様子を表した図を、略

図と次のような表で表した。 

 

  表 

      速さ（m/s） 距離（ｍ） 

 １秒後 ２       １ 

 ２秒後 ４       ４ 

 ３秒後 ６       ９ 

 ・・・   ・・・ 

編集の具体的方針

（８）①による 

84 絵 削除 
 ボールを転がす様子の絵を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

4章 

84 8 修正  表の上下の矢印を省略し、表のあ

とに、次の文章を追加した。 

 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

 Ｘの値が１から２に２倍になる

と、ｙの値は２から８に□倍になる。 

 Ｘの値が２から４に２倍になる

と、ｙの値は８から 32に□倍になる。 

85 図 削除  問２の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

86 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、７行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

86 表 削除  問２の表を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

91 図 修正  方眼の数を、10×６とした。 
編集の具体的方針

（８）③による 

93 写真 削除 
 パラボラアンテナの写真を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

93 写真 削除 
 壁に電灯を近づけている写真を削

除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

95 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、例題１のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

95 13～14 修正 

 例題１の解答中の「右の図の実線

部分のようになる。」を「次の図 16

のグラフの実線部分のようになる。」

と変更した。 

 

96 表 修正 

 問４の表を次のように修正した。 

 

  表 

ｘ    ･･･ -2  -1   0  1  2 ･･･ 

ｙ    ･･･ 8  4  0  4  8 ･･･  

ｙの増加量 ･･ -6 □ □ □ ･･･

編集の具体的方針

（８）①による 

97 写真 削除  噴水の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

98 2～4 修正 

 例３の文章の最初の部分を、次の

ように修正した。 

 

 ある斜面にそって鉄球を転がした

とき、転がり始めてからｘ秒後に転

がった距離をｙｍとする。（図 20） 

 このとき、ｘとｙの間には、次の

関係が成り立つという。・・・ 

 



 
 

99 2 修正 
 「まとめてふりかえろう５」の指

示を、３行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

99 4 修正 

 問８の表を、次のように修正した。 

 

  表 

  グラフの形（図 21） 

関数 ｙ＝ａｘ＋ｂ  直線 

関数  ｙ＝ａｘ2    □ 

 

  ｙの値の変化 

  ａ＞０のとき（図 22） 

関数 ｙ＝ａｘ＋ｂ  常に増加 

関数 ｙ＝ａｘ2  ｘ＜０で □ 

          ｘ＞０で □ 

  ａ＜０のとき（図 23） 

関数 ｙ＝ａｘ＋ｂ  常に□ 

関数 ｙ＝ａｘ2   ｘ＜０で □ 

          ｘ＞０で □ 

 

  変化の割合 

関数 ｙ＝ａｘ＋ｂ  一定でａに

等しい 

関数 ｙ＝ａｘ2     □  

編集の具体的方針

（14）による 

100 絵 削除  例１の絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

100 絵 削除  問２の絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

100 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、問２のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

101 絵 削除  列車と自転車の絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

101 19～20 修正 

 問４(2）の「グラフを利用して答

えなさい。」を「○○ページの図 24

のグラフを利用して答えなさい。」と

変更した。 

 

102 4・図 修正 
 「矢印」を「右」と修正し、図の

中の矢印を省略した。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

109 14 修正 

 囲みの部分を（確認）とし、10 行

目のあとに次のように挿入した。 

 

  （確認） 

 ｙ＝ｘ2 ・・・・・① 

 y＝２ｘ＋８ ・・② 

 ②に①を代入すると 

 ｘ2＝２ｘ＋８ 

編集の具体的方針

（９）①による 

110 2 修正  文頭に「花の」を追加した。  

110 写真 修正 

 イ～エの写真にそれぞれ、「横を２

倍」、「縦を２倍」、「横と縦を２倍」

と説明を加えて、図で表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

111 1～3 修正 

 囲みの部分の文章を、次のように

修正した。 

 

 次の図２の（あ）は、「はな」とい

う点字を表したものです。（い）、

（う）、（え）の「はな」の点字と比

べてみましょう。 

編集の具体的方針

（９）①による 

111 図 修正 

 漢字の「花」を、点字の「はな」

に変更し、イ～エにもそれぞれに引

き伸ばした点字をかいた。 

編集の具体的方針

（８）①による 

112 3 修正 

 Q の文章を、次のように修正した。 

 

 図３(１)の(ア)～(ウ)の四角形か

ら、図３(２)の四角形の拡大図を選

びましょう。 

編集の具体的方針

（８）①による 

112 写真 削除  雪の結晶の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

112 図 修正  例１の図の方眼を省略した。 
編集の具体的方針

（８）③による 

5章 

113 図 修正 

 「対応する頂点」を示した図を省

略し、９行目のあとに次のように（ノ

ート）を挿入した。 

 

  （ノート） 

 対応する頂点は、Aと A'、B と B'、

C と C'、D と D' 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

113 9 追加 

 （ノート）のあとに、次の文章を

追加した。 

 

 （注）墨字では、相似の記号”’を

∽とかく。 

編集の具体的方針

（13）による 

113 24～25 修正 

 「上の〔1〕、〔２〕が・・・」を「相

似な図形の辺と角の〔1〕、〔２〕が・・・」

と変更した。 

 

114 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、５行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

114 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、10 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

115 3～7 修正 

 Q の文章を、次のように修正した。 

 

 次の図８のように△ABC をかき、適

当な点 O をとります。次に OA 上に

OA'=2OA となる点 A'をとります。同

じようにして、OB'=2OB、OC'=2OC と

なる点 B'、C'をそれぞれとると、△

A'B'C'を記すことができます。△

A'B'C'は、△ABC とどんな関係にある

でしょうか。 

編集の具体的方針

（８）①による 

115 図 修正 
 Q の図に△A'B'C'の印をつけた。ま

た、方眼の数を半分にした。 

編集の具体的方針

（９）③による 

115 14～15 修正 

 問１の文章を、次のように修正し

た。 

 

 次の図９のように、点 O を相似の

中心として、２倍に拡大した図形を

かきなさい。 

編集の具体的方針

（８）①による 

115 図 修正 
 問１の図に△A'B'C'の印をつけ

た。また、方眼の数を半分にした。 

編集の具体的方針

（９）③による 

116 7～8 修正 

 「その図形を、右の図にかき入れ

なさい。」を「図 11 を利用して、各

頂点の取り方を説明しなさい。」と変

更した。 

編集の具体的方針

（６）による 



 
 

117 1～3 修正 

 １行目から３行目までの文章を、

次のように修正し、「まとめてふりか

えろう６」の指示を３行目のあとに

挿入した。 

 

 １年で学んだように、比について、

「ａ：ｂ＝ｃ：ｄ のとき ａｄ＝ｂ

ｃ」が成り立つ。 

 また、等式 ａｄ＝ｂｃ の両辺を 

ｃｄ でわると、ａ/ｃ＝ｂ/ｄ とな

るから、「ａ：ｂ＝ｃ：ｄ のとき ａ

/ｃ＝ｂ/ｄ 」が成り立つことがわか

る。 

 

117 11 修正 

 囲みの部分を（確認）とし、例題

１のあとに次のように挿入した。 

 

  （確認） 

 １２：９＝８：FD 

 （（外側の項の積）＝（内側の項の

積）） 

 １２×FD＝９×８ 

編集の具体的方針

（９）①による 

117 16 修正  「上の」を省略した。  

118 2～3 修正 

 Q の文章を、次のように修正した。 

 

 次の図 15 の△ABC に対し、図 16 を

使って次の条件を満たす△A'B'C'の

書き方を考えてみましょう。 

編集の具体的方針

（８）①による 

118 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、Qのあとに挿

入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

118 7 修正 
 「まとめてふりかえろう７」の指

示を、８行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

118 9～11 修正 

 ９行目から 11 行目までの文章を、

次のように修正した。 

 次の図17の△DEFは、図15の△ABC

を２倍に拡大した三角形とする。 

 Q では、〔１〕の方法で△A'B'C'を

考えたが、この三角形は、△DEF と合

同である。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

119 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、三角形の相

似条件のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

119 11 修正 
 「確認しよう」は青ペン君のセリ

フのあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

121 図 修正 

 例題１の図で、∠Ａの直角マーク

と垂線が重なっている部分につい

て、∠Ａの直角マークを省略した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

122 2～4 修正 

 Q の文章を、次のように修正した。 

 次の図 25 は、縮尺 200000 分の１

の地図です。地図の AB 間の長さが２

cm であるとき、実際には何ｍあるで

しょうか。 

編集の具体的方針

（８）①による 

122 図 修正  Ｑの地図を簡略化した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

122 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、例１のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

122 図 修正 
 例１の図の木や木の影を省略し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

122 図 修正  問２の図中の塔の絵を省略した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

125 図 削除 
 「三角形と線分の比（１）」の図を

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

126 3～7 修正 

 Q の文章を、次のように修正した。 

 次の図 37 の△ABC において、辺 AB

を３等分する点を D、E、F、辺 AC を

３等分する点を F、Gとします。線分

DF、DG、EF、EG が、それぞれ辺 BC と

平行であるかどうかを考えてみまし

ょう。 

編集の具体的方針

（８）①による 

127 図 削除 
 「三角形と線分の比（２）」の図を

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

128 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、13 行目のあ

とに次のように挿入した。 

 「証明には、125（実際には点字教

科書の該当ページ数）ページと 127

（実際には点字教科書の該当ページ

数）ページの定理が利用されている

ね。」 

編集の具体的方針

（５）による 



 
 

129 

キ ャ ラ

ク タ

ー・図 

修正 

 赤ペン君のセリフを、例題１のあ

とに挿入した。このとき、「上の」を

「次の図 48 の」に変更し、赤ペン君

のセリフのあとに凹んだ四角形の図

を挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

130 図 修正 

 問２(2)の図中の 3 直線（ｌ，ｍ，

ｎ）との交点を、右下がりの直線に

ついて、上から A、,B、C とし、右上

がりの直線について上から D、E、F

とした。 

編集の具体的方針

（８）①による 

131 2～5 修正 

 Q の文章を、次のように修正し、図

は AD を書き込んだものとした。 

 

 次の図 53 の△ABC において、∠A

の二等分線と辺 BC の交点を Dとしま

す。 

 AB:AC と BD:DC を比べてみましょ

う。 

編集の具体的方針

（８）①による 

131 図 削除 

 「角の二等分線と線分の比」の図

を削除し、Qの図を参照するように指

示した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

132 図 修正 

 ２(2)の図中の交点を、右下がりの

直線について、上からＡ、Ｂ、Ｃと

し、右上がりの直線について、上か

らＤ、Ｅ、Ｆとした。 

編集の具体的方針

（８）①による 

132 図 修正 
 「考えよう」の図を、手順①、②、

③のそれぞれに分けて表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

133 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

８行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

133 9 修正 
 文頭に「図 60 のように」と追加し

た。 
 

134 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、６行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

135 図 修正 
 図の中の S1を P、S2を Q、S'1を P'、

S'2を Q'と変更した。 
 

135 9 追加  ９行目のあとに、次の文章を追加

した。 

 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

 （四角形 ABCD において、△ABC の

面積 P、△ACD の面積 Q、四角形

A'B'C'D において、△A'B'C'の面積

P'、△A'C'D'の面積 Q'） 

135 12～13 修正 
 式の中の S1を P、S2を Q、S'1を P'、

S'2を Q'と変更した。 
 

135 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、12 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

135 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、問１のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

137 図 修正 

 Ｑの図の２つの直方体の見取り図

を、それぞれ上から見た図と前から

見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

137 図 修正 
 正四面体の２つの見取り図を、上

から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

138 図 修正 

 例１の図の２つの直方体の見取り

図を、それぞれ上から見た図と前か

ら見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

139 図 修正 

 例題１の見取り図を、立体Ａを上

から見た図と前から見た図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

139 図 削除  解答の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

139 図 修正 
 問５の見取り図を、円錐Ｐを上か

ら見た図と前から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

141 2～3 修正 

 １の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 三角形の相似条件を３つ書きなさ

い。 

 

143 図 修正  ２の図の直角マークを省略した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

143 20 修正 

 「水面の高さは５cm になりまし

た。」を「水面の高さ OA は５cm にな

りました。」と変更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

143 図 修正  ４の図を前から見た図で表した。 
編集の具体的方針

（８）⑥による 



 
 

144 図 修正 

 Ｑのコマの図を、「三角形の２つの

中線の交点につまようじをさしたコ

マ」とし、上から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

145 図 修正 
 内心を表す図の、角が等しいマー

クをすべて省略した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

147 1・図 修正 

 最初の囲みの文章を、次のように

修正し、三角形を書き込むための円

を削除した。 

 

 前（実際には点字教科書の該当ペ

ージ数）ページのようにして、三角

形をかいてみましょう。 

編集の具体的方針

（８）①による 

147 図 削除 
 めぐみさんの考えの中の円を削除

した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

149 図 修正 

 問２の図を、次のように２つに分

けて表した。 

 （1）円周角を表す線を表線、中心

角を表す線を裏線として、円周角の

大きさを測りやすくした図 

 （2）中心角を表す線を表線、円周

角を表す線を裏線として、中心角の

大きさを測りやすくした図 

編集の具体的方針

（８）①による 

149 図 修正 

 円周角が中心角の半分であること

を示した図の中の、○をａ、×をｂ

とし、○○の部分を２ａ、××を２

ｂと表した。 

編集の具体的方針

（11）による 

149 14 修正 
 「確認しよう」を 24 行目のあとに

挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

6章 

149 22 修正 

 「まとめてふりかえろう８」の指

示を、「確認しよう」のあとに挿入し

た。 

編集の具体的方針

（９）②による 



 
 

150 5 追加 

 ５行目のあとに、次の証明を追加

し た 。 

（証明） OP=OA であるから 

  ∠PAO=∠APO 

 三角形の内角と外角の性質から 

 ∠AOC=∠APO＋∠PAO 

     =２∠APO ・・・・・① 

  同様に ∠BOC=２∠BPO ・・② 

 ①、②より 

  ∠AOB=∠BOC－∠AOC 

       =２∠BPO－２∠APO 

       =２（∠BPO－∠APO） 

       =２∠APB 

 よって ∠APB=1/2∠AOB 

図にかかれた情報か

ら 

∠APB=1/2∠AOB を読

み取ることは非常に

困難であるため 

150 10 修正 
 右側の「〔1〕∠APB=1/2∠AOB」を、

12 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

150 13 修正 
 右側の「〔2〕∠APB=∠AP'B=∠

AP''B」を、14 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）②による 

151 2 修正 

 右側の「∠APB=180°×1/2=90°」

を、3行目のあとに挿入し、枠の中に

入れた。 

編集の具体的方針

（９）②による 

152 2～4 修正 

 Q の文章を、次のように修正した。 

 次の図 17 1.のように、三角定規

を２本のピン A,B にあてます。三角

定規を２本のピン A,B にあてながら

動かしていくとき、頂点 P はどのよ

うな線上を動いているでしょうか。 

編集の具体的方針

（８）①による 

152 写真 修正 

 三角定規を動かしている写真を、

次の２つの図に分けて表した。 

 （1）１つの三角定規と２本のピン

Ａ、Ｂと頂点Ｐの位置を示した図 

 (２)三角定規を少しずつ動かした

図（三角定規を２箇所で止めたとき

の図） 

編集の具体的方針

（８）①による 

152 図 削除 

 点 P の位置を、円の周上、内部、

外部のすべての場合を１枚にかいた

図を削除し、別々にかかれた図だけ

を残した。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

153 側注 修正 

 側注を次のように修正し、レ下が

り括弧ではさんで問１のあとに挿入

した。 

 

 （３点 A、B、C が円の上半分にあ

る場合には、図 22 のように補助線を

ひいて考えるとよい。） 

編集の具体的方針

（９）③による 

155 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、７行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

156 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問３のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

156 13 修正 
 右側の「PA=PB」を、15 行目のあと

に挿入し、枠の中に入れた。 

編集の具体的方針

（９）②による 

157 図 修正 

 「円Ｏの接線の作図」の図を、手

順①と②③と④を表す３つの図に分

けて表した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

164 7・図 追加 

 定理の横の図において、円に内接

する四角形をＡＰＢＣとし、３つの

図を２つにして、定理のあとに、次

の文章を追加した。 

 

 図 60 において、四角形 APBC は円 O

に内接する四角形で、直線 AT は、点

A を接点とする点 O の接線です。点 P

を、円 O の周上を点 A に向かって動

かしてみると、図 59 になります。 

編集の具体的方針

（８）①による 

165 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

13 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

165 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、18 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

166 6～7 修正 

 囲みの中の文章の「下に」を省略

し、三角形をかくためのスペースを

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

7章 

167 1～2・図 修正  １行目から２行目の文章を、次の

ように修正し、図中の黄色の部分を

ア、赤色の部分をイ、薄紫色の部分

をウ、薄緑色の部分をエ、青色の部

分をオ、白色の部分をカとした。 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

 

 図２において、カ.の正方形をア.

～オ.の５つの図形でぴったりとし

きつめることができます。 

167 3～4 削除 
 囲みの文章を削除した（巻末の厚

紙も削除）。 

編集の具体的方針

（９）①による 

167 5～6 修正 

 武志さんのセリフを、次のように

修正した。 

 

 「各図形を平行移動すれば図３の

ようになるよ。」 

編集の具体的方針

（８）①による 

167 図 追加 
 武志さんのセリフのあとに、敷き

詰めた結果を表した図を追加した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

168 9～10 修正 

 ９行目から 10 行目までの文章を、

次のように修正した。 

 

 また、４.に、同じように直角三角

形と正方形の頂点に印をつけて、P、

Q、R の値を求めてみましょう。 

 

168 図・表 修正 
 168 ページの本文のあとに、図、表

の順で入れた。 
 

169 側注 修正 
 １つめの側注を、レ下がり括弧で

はさんで、８行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

169 側注 修正 
 ２つめの側注を、レ下がり括弧で

はさんで、22 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

171 表 修正  問３の表の縦と横を入れ替えた。 
編集の具体的方針

（14）による 

171 図 削除  問３の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

171 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、10 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

172 2～3 修正 

 Q の文章を、次のように修正した。 

 

 ３辺の長さが次のような△ABC を、

図 12 を使って考えてみましょう。 

編集の具体的方針

（８）①による 

172 5 修正 
 「かいた」を「考えた」に変更し

た。 
 



 
 

172 図 削除 
 「三平方の定理の逆」の図を削除

した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

173 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、３行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

176 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例題１のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

178 図 修正 
 例題１の図を、上から見た図と前

から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

178 図 修正 
 例題１の解答の図を、面ＡＥＧＣ

で切断した断面図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

178 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、例題１のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

179 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

１行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

179 図 修正 
 例題２の図を、上から見た図と前

から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

179 図 修正 

 例題２の解答の図を、底面の図と

面ＯＡＣで切断した断面図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

180 図 修正 
 例題３の図を、前から見た図と横

から見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

180 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、例題３のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

180 図 修正 
 問３の図を、上から見た図で表し

た。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

181 図 修正 
 ３の図を、上から見た図と前から

見た図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

181 図 修正 

 ４の図を、上から見た図のみで表

した。ただし、ひものかけ方を図で

表すことを省略した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

182 2～5 修正 

 １の問題文を、次のように修正し、

図と空欄を削除した。 

 直角三角形の直角をはさむ２辺の

長さをａ、ｂ、斜辺の長さをｃとす

ると、どのような等式が成り立ちま

すか。 

編集の具体的方針

（８）①による 

183 6 修正 
 「斜線をつけた」を「点でうめた」

に変更した。 
 



 
 

184 図 修正  ４の図を、前から見た図で表した。 
編集の具体的方針

（８）⑥による 

185 写真 削除  富士山の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

185 22～23 修正 
 22 行目から 23 行目の文章と式を、

16 行目のあとに挿入した。 
 

186 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 恵さんの最初のセリフを、４行目

のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

186 表 修正 

 表を省略し、次のように表した。 

 

 32 人分の調査結果は、 

 見た人 18 人 

 見ていない人 14 人 

となりました。 

 

186 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 恵さんの２つめのセリフを、調査

結果のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

187 絵 削除  部屋の絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

187 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 ３行目のあとのセリフを、恵さん、

武志さんの順にした。 

編集の具体的方針

（５）による 

188 絵 削除  投票所の絵を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

188 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

12 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

188 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、例１のあと

に次のように挿入した。 

 

 「調査対象が、 

  すべてのものが全数調査 

  一部のものが標本調査 

だね。」 

編集の具体的方針

（５）による 

189 図 修正 

 母集団の要素から標本の要素をつ

なぐ矢印を省略し、母集団と標本を

表す図の上に「母集団→標本」と表

し、矢印の下に「抽出」と入れた。 

編集の具体的方針

（８）①による 

8章 

189 写真 削除  乱数さいの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

190 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

９行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

190 16～17 修正 

 16 行目から 17 行目の文章を、次の

ように修正した。 

 たとえば、コンピューターを利用

して、10 万個の数字から 100 個の数

字を無作為に抽出することができま

す。 

編集の具体的方針

（８）①による 

190 写真 削除 
 コンピューターの画面の写真を削

除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

191 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 青ペン君のセリフを、表のあとに

挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

192 側注 修正 
 １つめの側注を、レ下がり括弧で

はさんで、９行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

192 図 削除  例３の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

192 側注 修正 
 ２つめの側注を、レ下がり括弧で

はさんで、17 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

193 図 削除  例題１の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

193 側注 修正 
 側注をレ下がり括弧ではさんで、

23 行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

194 写真 削除  英和辞典の写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

194 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 黄ペン君のセリフを、４行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

194 15～23 修正 

 問１の問題文を、次のように修正

し、表を削除した。 

 実際にこの〔1〕～〔4〕の順に標

本調査を行い、英和辞典の見出し語

の総数を推定しなさい。 

 〔1〕総ページ数は何ページですか。 

 〔2〕無作為に選んだ 10 ページに

のっている見出し語の数はそれぞれ

何語ですか。 

 〔3〕平均値を求めなさい。 

 〔4〕見出し語の総数を推定しなさ

い。 

 



 
 

195 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、問３のあと

に挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

196 写真 削除  はかりの写真を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

196 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 赤ペン君のセリフを、18 行目のあ

とに挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

198 3 修正 
 １つめの囲みの部分を（確認）と

し、３行目と４行目の間に挿入した。 

編集の具体的方針

（９）①による 

198 7 削除  ２つめの囲みの部分を削除した。 
編集の具体的方針

（９）①による 

198 
キ ャ ラ

クター 
修正 

 先生のセリフを、18 行目のあとに

挿入した。 

編集の具体的方針

（５）による 

199 14 修正 

 14 行目の「下の写真は、ソーラー

クッカーという機会です。鏡の部分

は・・・」を「ソーラークッカーと

いう機会では、鏡の部分は・・・」

と変更した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

199 写真 削除 
 ソーラークッカーの写真を削除し

た。 

編集の具体的方針

（８）①による 

200 図 削除  定期券の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

202 23 修正  文章中の「上と」を省略した。  

203 側注 修正 
 側注をレ探し括弧ではさんで、23

行目のあとに挿入した。 

編集の具体的方針

（９）③による 

数学の

音 

210 23～24 修正 

 ９の問題文を、次のように修正し

た。 

 

 整数－４、－３、２、３、５が１

つずつ書かれた５枚のカードがあり

ます。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
11 

図 削除  ７の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
15 

図 削除  ５の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
15 

図 削除  ６の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チ ャ レ

ンジ編 

チャレ
ンジ編
16 

図 削除  ８の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

チャレ
ンジ編
17 

2～4・図
修正・削

除 

 例題２の図を削除し、問題文を次

のように修正した。 

 

 関数ｙ＝ｘ2 とｙ＝ｘ＋６のグラ

フが、２点Ａ、Ｂで交わっています。

２点Ａ、Ｂの座標を求めなさい。た

だし、ｘ座標の小さいほうをＡとし

ます。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
17 

21 ～

23・図 

修正・削

除 

 ９の図を削除し、問題文を次のよ

うに修正した。 

 関数ｙ＝－2ｘ2 とｙ＝４ｘ－６の

グラフが、２点Ａ、Ｂで交わってい

ます。２点Ａ、Ｂの座標を求めなさ

い。ただし、ｘ座標の小さいほうを

Ａとします。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
18 

図 削除 
 例題３の図と１０の図をすべて削

除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
19 

図 削除 
 「基本のまとめ」の図を、すべて

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
19 

27 修正 

 「△A'B'C'をかきなさい。」を「△

A'B'C'の頂点をしるしなさい。」と変

更した。 

 

チャレ
ンジ編
20 

図 削除  ４の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
21 

図 修正 

 ７(2)の図中の交点を、次のように

入れた。 

 右下がりの直線について、上から

Ａ、Ｂ、Ｃとし、右上がりの直線に

ついて、上からＤ、Ｅ、Ｆとした。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
22 

16～19 修正 

 11 の問題文を、次のように修正し

た。 

 立体Ａは、円錐Ｐを底面に平行な

平面で切り、上部の小さい円錐Ｑを

取り除いたものです。ただし、切っ

た平面は円錐Ｐの母線を頂点から

10cm と５cm に分ける点を通っていま

す。もとの円錐Ｐの体積が・・・（以

下変更なし） 

編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

チャレ
ンジ編
22 

図 削除  11 の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
23 

図 削除  例題１の解答の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
26 

図 削除 
 「基本のまとめ」の図を、すべて

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
29 

図 削除  例題２の解答の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
30 

図 削除 
 「基本のまとめ」の図を、すべて

削除した。 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
31 

2・図 修正 

 ３の問題を、次のように修正し、

図を削除した。 

 

 △ＡＢＣの高さを求めなさい。 

 (1) １辺が３cm の正三角形 

 (2) 底辺が１０cm で、他の２辺が

９cm の二等辺三角形 

編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
32 

図 削除  ９と 10 の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
33 

図 削除  例題３の解答の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
33 

図 削除  11 の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
34 

図 修正 
 例題２の図を、面ＡＦＧで切断し

た断面図で表した。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

チャレ
ンジ編
34 

図 修正 
 12 の図を、頂点の位置を確認する

ための上から見た図のみとした。 

編集の具体的方針

（８）⑥による 

チャレ
ンジ編
35 

図 削除  13 の図を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 

チャレ
ンジ編
36 

図 修正 

 「標本調査の利用」の図を、次の

ように文章で表した。 

 

 １．母集団からその一部を抽出し、

標本を取り出す。 

 ２．抽出した標本の状況から母集

団の状況を推定する。 

編集の具体的方針

（８）①による 

巻末 切抜き 削除  巻末の切抜き教材を削除した。 
編集の具体的方針

（８）①による 



 
 

 

 



 
 

３ 参考資料 

 

資料１ 数式の書き表し方 

 各学年、第１巻の表紙の後に次の文が挿入されている。 

 

    点字による数式の書き表し方について 

 この教科書では、次のような原則で書かれている。 

（１） 数式について 

 数式のはじめには、 

$(#2+#3)か＃４ 

のように数式指示符「＄」をつけて書き表します。ただし、数符「＃」からはじまる数式、日本語を囲

むカッコ「＝」からはじまる数式には、数式指示符をつけていません。 

（２） 分数について 

 分数は、＄み＃１や＃２も のように分数全体を分数囲み記号「み も」で囲んで書き表します。 

（３） 図形などを表す大文字について 

 アルファベットの大文字で三角形などの図形を書き表すとき、 

三角形 $” ”あｂｃ のように２重大文字符「” ” 」をつけてそれぞれの文字が大文字であること

を表している。 

（４） 図や表の中での扱いについて 

 図や表の中では、文字を書くマスに制限があるので数式指示符を使わないで書くことがあります。 

 

 

資料２ この教科書の構成 

 各学年、第１巻の目次の後に次のような文章が挿入されている。以下に、３年生に挿入されているも

のを記す。他の学年については、学年の数字と「本文の学習の中で」の文章が当該の原典教科書に基づ

いて入っている。 

 

 この教科書は、本文を中心として「まとめてふりかえろう」と「ぐんぐんのばそうチャレンジ編」の

３つの部分で構成されています。 

 「まとめてふりかえろう」では、自信のないことがらをふりかえることができます。必要に応じて利

用することで、中学３年の数学を確実に身につけましょう。 

 「ぐんぐんのばそうチャレンジ編」では、多くの問題を解くことができます。余力に応じて利用する

ことで、数学の力をより確実に深く身につけましょう。 

 

  本文の学習の前に 

 中学２年までに学んだことがらをふりかえるとき、「まとめてふりかえろう」を利用しましょう。 

  本文の学習の中で 

 本文中の「まとめてふりかえろう１ 式の計算① ｐ○○」は、数と多項式の乗法や、単項式どうし



 
 

の乗法についてまとめてふりかえる印です。「まとめてふりかえろう」の該当の問題を利用しましょう。 

  本文の学習が終わったら 

 より多くの問題を解くときや、本文の内容を深めたいときに、「ぐんぐんのばそうチャレンジ編」を利

用しましょう。 

 

 

 


